
|別冊資料31

平成 19年度

福岡市高齢者実態調査の概要

平成20年4月

福岡市保健福祉局





< 目 次>

I 調査の概要

1. 調査の目的・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 

2. 調査の概要・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 

3.回答結果................................................................. 1 

4. 資料の見方・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2 

E 調査結果

第1章高齢者一般調査

1. 回答者の属性・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3 

(1) 性別、 年齢・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3 

(2) 世帯構成・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・ ・・・・・ ・・・・・・・・・・・ 4 

2. 日常生活.......•......• • . ............... ...•..• • .. .........••.••...••.... 5 

( 1 ) 外出について・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・ 5 

(2) 近所付き合い・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7 

(3 ) 心配ごとや悩みごと・ ・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・ 8 

(4) 心配ごとや悩みごとの相談先・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8 

( 5 ) 見聞きした虐待について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・ 9 

3. 健康・福祉・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10 

(1 ) 健康状態・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10 

(2 ) 健康のために気をつけていること・・ ・・・・・・・・ ・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10 

(3 ) 特定高齢者候補者・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 11 

(4 ) 健康について知りたいこと・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 13 

( 5 ) 認知症について知りたいこと・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 13 

4. 健康 ・福祉サービス・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 14 

( 1 ) 今後受けたいサービス・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 14 

(2) 地域包括支援センターの利用 (相談) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 15 

(3 )地域包括支援センターを利用(相談) していない理由 ・・・・・・・・・・・・・ ・・・・....16 

(4)地域包括支援センターで今後利用(相談)したい内容・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 16

5. 仕事・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 17 

(1) 就労状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 17 

(2 ) 仕事をしている理由・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 18 

( 3 ) 今後の仕事の意向・・・・・・・・・・・・・ ・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 18 

6. 社会参加 ・生きがい・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 19 

( 1 ) 生きがいを感じること・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 19 

(2)社会活動をするために必要なこと.• . . . ... . • . . ... .. . . .. . . . • .. . . • . ...... .. 19 



(3 )ボランティア活動について.............................................20 

7. 介護保険制度全般・・・ ・・・・ ・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・ 24 

( 1 ) 介護保険制度ができてよくなったこと・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 24

(2) 介護保険制度について不満に思うこと・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・ 25

(3) 今後の介護意向・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 26 

(4) 行政への要望・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・27 

第2章 介護保険サービス共通設問

1. 回答者の属性・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 28 

( 1 ) 性別、 年齢・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・ ・・・・・・・・・ 28 

(2) 世帯構成・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 29 

(3) 行き来のある親族の居場所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 29 

(4) 要介護度・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 30 

(5) 要介護状態になった主な原因・・・・・・ ・・ ・・・・ ・・ ・・・・・・・・・・・・・・・ ・・ ・・・・・・・・・・・・ 31 

2.保険・福祉サービス・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・ 32 

( 1 ) 地域包括支援センターの利用 (相談)の有無・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・ 32 

(2 )地域包括支援センターを利用(相談) していない理由 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 33

(3) 地域包括支援センターの利用意向・ ・・ ・・・・・・・・ ・・・・・・・・ ・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・ ・・ 33 

3.介護保険制度全般.........................................................34 

(1 ) 介護保険制度全体の満足度・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・ ・・・・・・・・・・ 34

(2 ) 介護保険制度ができてよかったこと・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・-・・・・・・・ 35 

(3) 介護保険制度の不満点・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・ ・・・・・・・・・・ ・・・・ 36 

(4)介護サービス事業者を選ぶときに重視すること・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 37

(5) 介護や福祉サービスなどの相談先・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・ 38 

4. 介護者・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・39 

( 1 ) 主な介護者・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 39 

(2) 主な介護者の状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 39 

(3) 主な介護者の年齢・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 40 

(4) 今後の介護の仕方・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 40 

(5)在宅で介護を続けるために必要性が高いサーピス・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 41

(6 ) 在宅で介護を続けるために必要な支援・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 41

第3章 在宅サービス利用者調査

1. 介護予防サーピス・介護保険サービスについて・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 42 

( 1) 介護予防・介護保険サービス内容の満足度・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 42 

(2) 介護予防・介護保険サ}ピスの不満点・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・43 

(3) 介護予防サービスの効果・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 44 

2. 今後の介護について・・・・・・・・・・・・・・ ・・ ・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 45 

( 1 ) 今後、 どのように介護を受けたいか・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・ ・・・・・・ ・・ ・・ 45 

(2) 在宅生活に必要なサービス・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 46 



第4章在宅サービス未利用者調査

1.日常生活の支援を受けている人..............................................47 

2. 介護保険サービスの利用について・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..............48

( 1 ) 在宅サービスを利用していない理由・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・48

3.在宅で生活する上で因っていること..........................................49 

4. 今後の介護サ」ピスの利用について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 50

第5章施設等サービス利用者調査

1. 回答者の特性・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・ 51 

( 1 ) 施設の種類・・・・・・・・・・ ・・・・・ ・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・ ・・・・ 51 

(2) 日頃から係わりのある親族のいる場所....................................52

(3) 施設等を希望した理由・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・ 53 

2. 外泊について・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 54 

( 1 ) 外泊の頻度・・・・・・・・・・ ・・・ ・・・・・・・・・ ・・ ・・・・・・・・・・・ ・・・・・・ ・・・・ ・・ ・・・・・・・・・・・・ 54 

(2) 外泊する際に必要と思うもの・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・ ・・・・・・・54 

3. 施設等を選ぶときに、 重視する点・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・ 55 

4. 現在の施設等の満足度・・・・ ・・・・・ ・・ ・・・・・ ・・ ・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・ ・・・ ・・・・・・・・・・・ 56 

5.充実させてほしいこと......................................................57 

第6章介護支援専門員調査

1. 回答者の属性・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・ 58 

( 1 ) 性別、 年齢・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・ ・・・・・・・・・・・ 58

(2)専門員歴・・・・・・........................................................59 

(3 ) 介護支援専門員以外の取得資格・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・60 

(4) 勤務形態 ・兼務内容・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・ 61

2. ケアマネジメントについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.....62

( 1 )給付管理件数..........................................................62 

(2)保険外サーピスを組み合わせたケアプラン状況............................63

(3) 保険外サービスの種類・・・・・・・・・・・・ ・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・63

(4) 在宅での生活が困難なケースの状況 ・内容・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 64

(5 ) 計画作成上利用しにくいサービス・・・・ ・・・・ ・・・・・・・ ・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・ ・65 

(6) 計画作成上過剰なサービス・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・ ・・・・・・・・・・ ・66 

(7 ) 計画作成上不足するサービス・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 67 

(8) 事業所紹介の際に重視する点・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・ ・・・・・・・・・ 68 

( 9)介護予防マネジメントの効果の有無 ・その理由・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・ ・・・・・・69 

3. 処遇困難事例などへの対応について・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・ 70 

(1) 処遇困難な事例の状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・70 

( 2) 高齢者虐待の事例・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・ 71

( 3 ) 高齢者虐待の事例の内容・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 71 



4. 資質向上の取り組みについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 72 

(1) 行っている取り組み・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 72 

(2) 今後行ってみたい取り組み・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・72 

5. 行政の役割について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 73 

( 1 ) 今後、 行政に期待する役割・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 73 

(2)需要に対して不足しているサービス基盤・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・ ・・・・ 74



I 調査の概要

I 調査の概要

1 .調査の目的

福岡市に在住する高齢者などの保健福祉に関するニーズ ・意識などを把握することにより、「福

岡市高齢者保健福祉計画Jの策定に必要な基礎的データを収集 ・分析するとともに、本市の高齢

者福祉施策の向上に資することを目的とする。

2.調査の概要

調査種別 調査対象者 調査票発送日 調査票回収

5，000人
平成19年

高齢者一般調査
10月1日

市内在住の60歳以上の方から無作為に抽出
5，000人

在宅サービス 市内在住の要介護認定者のうち、平成19年6月中に介護保
高 利用者調査 険の在宅サービスを利用した方から無作為に抽出
齢
社 ※第2号被保険者(40"'-'64歳)含む
tzz 』 3，000人

関 在宅サービス 市内在住の要介護認定者のうち、平成19年6月中に介護保 平成19年 ~平成19年
す 未利用者調査 険の在宅サービスの利用がなかった方から無作為に抽出 10月16日 11月16日
る 郵送回収
調 ※第2号被保険者(40"'-64歳)含む
査 1，500人

施設等サービス
介護保険施設(介護老人福祉施設、介護老人保健施設、介

利用者調査
議療養型医療施設)やグループホームに平成19年6月時点
で入所中の方から無作為に抽出

|※第2号被保険者(40"'-' (i4輩)含む

865人
平成19年

介護支援専門員調査 福岡市内の居宅介護支援事業所に所属する介護支援専門
員(悉皆調査)

10月1日

3.回収結果

調査の種類 配布数
回収数 有効回答数
(回収率) (有効回答率)

高
高齢者一般調査 5，000 

3， 235 3，161 
齢 (64.7%) (63.2%) 
社
在宅サービス 3，073 2，983 吉£区弘 5， 000 
利用者調査 (61.5%) (59.7%) 

関 在宅サービス 1，633 1， 543 
す 来利用者調査

3， 000 
(54.4%) (51.4%) 

る
調 施設等サービス

1， 500 
1，122 1，037 

ヨを 利用者調査 (74.8%) (69.1 %) 

介護支援専門員調査 865 473 471 
(54.7%) (54.5%) 

回収された調査票から白紙や記入不完全のものを除いた有効票のみを集計に使用している。

'
 

'
E
A
 



平成 19年度福岡市高齢者実態調査の概要

4. 資料の見方

① 比率はすべてパーセントで表し、小数点以下第2位を四捨五入して算出した。その

ため、合計が 100%にならない場合がある。

② 比率は各質問の「回答数j を基数 (N) として算出 (N=100%として算出)してい

る。

③ 複数回答が可能な設聞においても、比率算出の基数は f回答数Jとし、該当する選

択肢にO印をつけた方が全体から見て何%なのかという見方をした。したがって、

各選択肢の比率を合計すると 100%を超える場合がある。

④ 表 ・グラフの見出しでの回答選択肢は、本来の意味を損なわない程度に省略して掲

載している場合がある。

⑤ グラフ内の数値の単位はすべて%である。

⑥ 高齢者一般調査の中で、経年比較の参考「高齢者のみの世帯」とは、対象者本人が

65歳以上かつ世帯構成で「一人暮らし世帯J、「夫婦二人暮らし世帯(夫婦ともに 65

歳以上)J、「あなたとその他の高齢者 (65歳以上の方)のみの世帯」となっている。

内

A



高齢者一般調査第 1章

高齢者一般調査第1章

回答者の属性

年齢( 1 )性別、

あなたの性別は。

あなたの年齢は。

問

問 〈平成19年10月 1日現在〉

0.9 

女

性

男

性

【性別】

全体
(N=3.161) 

100覧75首50覧25覧0話

然
回
答

8

5
歳
以
上

8
0
1
8
4
怠

7
5
1
7
9
歳

7
0
3
7
4
緯

6
5
5
6
9
歳

6
0
1
6
4
愈

【年齢】

0.9 全体
(N=3.161) 

100弛

回答者は 「男性J41. 0%、「女性J58.0%とほぼ4:6の割合となっている。

W65歳以上』の高齢者は 76.3%で、そのうちW7s歳以上』の後期高齢者は 32.3%とほぼ3分
の1となっている。

q
J
 

7516 50覧25% 0百



平成 19年度福岡市高齢者実態調査の概要

(2 )世帯構成

間 あなたのご家族の状況は。 (0は1つ〉

【世帯構成】(経年比較〉

(%) 

ひ 6失 が失 6失 の者あ る(ニ る(三 そ 畳正

と 5婦 6婦 5婦 み(な 性 6世 世 6世 の 回

り 後だ 5だ 歳だ の 6た 手持 5 代 帯 5代 他 答

回
主事 以け 設け 来け t佐5と )歳同 )歳同 の

答
ら 上で 以で 議で 裕裁そ 米燈 来月号 世

数
し の 上 の 以の 満悦 iお倣 手持
世 t立ニ のど 世二 上他 の手持 の帯
手lf 殺人 世ち 帯人 のの 方 方

と 手絞ら と 方高 方言 カ2

も tJ> も )齢 b、 b、

全体
3，161 585 914 286 189 93 604 139 63 
100.0 18.5 28.9 9.0 6.0 2.9 19.1 4.4 9.1 2.0 

平成16年度 2，722 17.0 41.6 2.5 20.7 6.1 10.7 
1.2 

経 61.1 37.5 
年
平成13年度 2，881 J 9.1 40.8 5.0 18.7 3.0 11.4 

1.9 
比 61.9 33.1 
絞
平成10年度 12，546 18.3 39.9 3.3 

61.5 
36.4 2.1 

み高
平成19年度 1，455 33.1 

627/ / | ::三三|の的事
世者
平成16年度 1，125 33.9 4i干の 61.4 

世帯構成は「夫婦だけで、二人とも 65歳以上の世帯Jが 28.9%で最も多く、次いで 「二世代

同居世帯J(19.1%) と「ひとり 暮らし世帯J(18.5%)が 19%前後で間程度となっている。

65歳以上の高齢者のみの世帯に該当する人はし455人で、「ひとり暮らし世帯」は 33.1%とな

っている。前回調査の高齢者のみの世帯の割合は 41.3%で、今回調査では 46.0%と前回よりも増

力日している。

-4 -



高齢者一般調査第1章

日常生活

( 1 )外出について

① 外出の回数

2 . 

(0は1つ〉外出の日鍛仁ついて。間

無
回
答

ほ
と
ん
ど
毎
日

週
4
5
5
日

遇

2
1
3
日

【外出の日数×性別 ・年齢別】

週
1

8

ほ
と
ん
ど
出
な
い

2.0 

2.1 

1.9 

1.5 

12 

3.7 

1.6 

2.5 

全体
(N=3.161) 

「男性
性 (N=1.297)

別L女性
(N=t.834) 

[一(N=721) 65-印象
(N=724) 

70-74怠
年 (N=667)
齢
別 75-79議
(N=457) 

80-84議
(N=317) 

85禽以上
(N=24B) 

2.4 

100覧75首50首25首O覧

外出の日数は、 fほとんど毎日 Jが32.5%と最も高くなっている。

性別にみると、男性の方が「ほとんど毎日 J外出する人が多い。

年齢別にみると、年齢があがるにしたがい外出の日数は減少しており、 85歳以上では「ほとん

ど出ないJが29.0%となっている。

-5 -



平成 19年度 福岡市高齢者実態調査の概要

②外出の目的

間 外出の目的は。 (0はいくつでち〉

【外出の目的】

買い物・食事

趣味や運動・散歩

遜院や介護施設に通う

友人と会う

仕$

家族や親せきなどに会う

その他

。 35 70 (%) 

戸。

62.9 

全体(N=3.161)

【回答はいくつでも】

外出の目的は「買い物 ・食事jが62.9%で最も高く、次いで「趣味や運動 ・散歩Jが48.4%と

なっている。



高齢者一般調査第1章

( 2)近所付き合い

(0はTつ〉ご近所との位き合いで最も近いものにOをつけてください。問

然
回
答

人に悩

が頼み
いみや

るあ図
うつ

lまた
どと
のき

話
や
訪
問
し
あ
う
人

が
い
る

軽
〈
話
を
す
る
程
度

【近所付き合い×性別・年齢別】

道
で
会
え
ぽ
あ
い
さ

っ
す
る
程
度

ほ
と
ん
ど
つ
き
あ
い

，、
，‘，
L
F

、.

a
H
4匂
t
i
v

1.6 

1.6 

1.6 

2.4 

2.2 

2.8 

1.0 

1.4 

1.3 

全体
(N=3.161) 

「男性
性 (N=1.297)

別し女性
(N=1.834) 

[~4怠(N=721) 
65-印象
(N=724) 

70-74i長
年 (N=667)
齢
別 75-79歳
(N=457) 

80-84怠
(N=317) 

85怠以上
(N=248) 

100覧75% 50% 25拡O首

女性よりも近

近所づきあいの程度は「ほとんどつきあいがないJ(8.0%)と「道で会えばあいさつする程度J

(33.6%) を合わせて 41.6%の人は近所付き合いが少ない。反対に「話や訪問しあう人がいるj

(16.7%) と「悩みや困ったときに頼みあうほどの人がいるJ(8.0%) を合わせた近所付き合い

が多い人は 24.7%となっている。

性別にみると、男性は「道で会えばあいさつする程度J

所付き合いが少ない人が多い。

の付き合いが最も高く、

-7 -



平成 19年度福岡市高齢者実態調査の概要

(3)心配ごとや悩みごと

間 あなだは、現在、 I~\配ごとや悩みごとがありますか。 (0はいくつでち〉

【心配ごとや悩みごと】(経年比較)
(%) 

自 事E 家 住 仕 生 管日 員才 と近 近 1重 日家 将 そ 特 銀

分 族 族 宅 事 活 理常 産 の所 所 味 ?吉本 来 の 回

図 の の と slI 関 費 的 関 人の の 治E 生- j); 他 な 答

答
総 総 の 係 係 な 係 間人 生 な 活介 不 い

数 E長 康 関 お 関や 活 b、 議 安
状 状 係 金 4系友 環 な
態 態 の 人 境 ど

の

全体
3，161 1.6ω |959|削 213 133 叶 61165 168 59 
100.0 52.2 I 30.3 I 6.1 6.7 4.2 18.2 I 1.9 I 2.1 2.3 I 2.8 5.3 6.2 I 26.6 1.9 21.1 I 2.6 

経
平成16年度 2，722 47.4 29.5 7.1 7.2 5.2 15.7 2.2 1.8 2.8 3.2 5.9 4.4 20.8 1.9 26.0 2.5 

年
平成13年度 2，881 47.1 27.5 5.4 6.2 5.6 12.6 0.9 1.3 2.2 2.3 3.9 4.2 18.6 3.1 28.0 2.7 比

絞
平成10年度 51.0 27.3 6.2 5.3 2.4 1.5 2.1 2.5 3.8 5.2 15.4 1.5 25.3 7.1 12，546 傘

み高
平成19年度 1，455 56.2 32.4 5.6 6.3 1.8 18.2 1.7 2.2 2.0 2.5 4.6 7.3 27.4 1.4 19.4 2.5 

の申告
t住者

平成16年度 1，125 51.4 30.5 5.4 7.6 3.4 15.0 2.0 1.8 2.8 4.0 5.9 5.5 19.7 1.6 23.8 2.5 殺の
」

字選択肢を設けていない

心配や悩みごとは「自分の健康状態」が 52.2%で最も高く、次いで「家族の健康状態J(30. 3%)、
f将来が不安J(26.6%)などとなっている。
経年比較でみると、「将来が不安Jや「生活費Jが平成 10年度の調査から徐々に増加する傾向

にある。

(4)心配ごとや悩みごとの相談先

間 あなたは、山配ごとや悩みごとについて詮に相談していますか。
(Oはいくつでち〉

【心配ごとや悩みごとの相談先】(経年比較)

家 人友 な民 保区 〈ケ 介 医病 そ 相 は相 書量

族 人 ど生 健役 介ア 緩 師院 の 談 な書提 回

や や 委 福所 言集マ サ
、
他 相 いす 答

回 銃 知 員 キ止な 支ネ 医 宝手 る

タ~ 族 人 . のど 援ジ ピ 院 カ2 lま

数
、
児 愈の 専ヤ ス な u、 ど

近 重Z ロ 門| 司王 ど な の
所 委 員 雪絵 の b、 ，心

の 員 、_， 者 配

全体 3，161 1，913 621 27 124 71 510 35 94 
100.0 60.5 19.6 0.9 1.2 3.9 2.2 16.1 1.1 3.8 I 20.4 3.0 

経 平成16年度 2，722 64.9 18.6 1.0 1.8 3.0 1.8 12.2 1.2 2.9 21.0 2.7 

年
平成13年度 2，881 64.7 16.7 0.8 1.9 1.5 1.7 14.6 2.1 2.1 18.7 3.1 比

較 平成10年度 12，546 67.1 16.0 2.0 1.6 省肱 刻k 0.7 2.1 14.0 7.4 

み高
平成19年度 1，455 60.0 20.6 1.5 1.6 4.3 2.1 19.9 1.0 3.4 18.9 3.0 の齢

世者
平成16年度 1，125 64.5 17.8 1.5 2.3 16.0 1.2 2.4 20.0 2.2 絡の

(%) 

*選択肢を段けていない

悩みや心配ごとの相談先は「家族や親族Jが 60.5%で最も高くなっている。

平成 10年度からの調査と比べて、「家族や親族Jはわずかに減少し、「友人や知人、近所の人」
の割合がわずかずつであるが増加している。また 「病院、医院などの医師Jは減少傾向から増加
に転じている。

。。



第1章高齢者一般調査

(5 )見聞きした虐待について

間 平成 18年 4月から、「高齢者虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援等に関

する法律Jが施行されましたが、ここ 1年の間に高齢者虐待〈と思われる〉を見

たり、聞いたりしたことがありますか。それはどのような内容ですか。

(0はいくつでち〉

【見聞きした虐待について】

身体に暴力(つねる・日n<.itる・殴るなど)を
加えるなどの身体的な虐待

話しかけても無視するなどの心理的な虐待

。
4.4 

4.0 

年金などを本人に無断で使うなどの
闘3.6

経済的な虐待

決まった時間に食事を与えない、汚れている
おむつを交換しないなどの介護・世話の放棄

本人の合意なしに性的繁触をするなどの
性的な虐待

その他

45 90 (9も)

全体(N=3，161)

【回答はいくつでも】

無回答(虐待を見聞きしたことはない)麟欝欝欝譲畿嬢緩議議欝議関87.4 

f無回答(虐待を見聞きしたことはない)Jを除いた 12.6%の人が何らかの虐待を見聞きして

いる。

-9 -



平成 19年度 福岡市高齢者実態調査の概要

3 .健康・福祉

(1 )健康状態

問 あな疋の現在の健康状態はいかがですか。最ち近いちのにOをつけてくださ

い。(0は1つ〉

【健康状態】(経年比較〉

活健 る出宇拾が何 な出のが{可 体のベあ病 ペあ病 然

し康 も三主u、ら し、は中いら で上ツつ気 ツつ気 回

回 てで ひ清lまか ひでばか あでドてや ドてや 答

答
し、、 とはあの とはあの るの〈 、阿世 の、隊

数
る宅密 り自る'#守 り自る荊 生ふ日が 上1tJi 
通 で立:6.気 で立が気 f舌と中い 』こ目 b、

で 、、や で 、、や 治ZλノもカZ い中が
生 き外自陣 き外家隊 主) る

全体 3.161 1.304 1.478 31 
100.0 41.3 46.8 7.5 1.7 1.1 

平成 16年度 2.722 
45.4 41.7 

8.5 1.6 1.9 
経 87.1 
幸手
平成13年度 2.881 

47.4 I 41.5 
7.1 1.9 1.3 

比 88.9 
車交
平成10年度 12.546 

17.0 I 41.5 
7.9 2.1 

88.5 
1.1 

み高 平成19年度 1，155 
33.4 I 53.7 

8.6 1.6 1.2 の齢 87.1 
役者

平成 16年度 1.125 
37.1 I 52.0 

7.4 1.2 1.5 裕の 89.1 

v 

53 
1.7 

0.9 

0.8 

0.4 

1.4 

0.9 

健康状態は 「健康で普通に生活しているJが 41.3%、「何らかの病気や障がいがあるが、日常生
活は自立、外出も一人でできる」が 46.8%と合わせて 88.1%の人が自立した生活をしている。

(2)健康のために気をつけていること

問 あなたは、ふだん健康のために、特に気をつけだり、行ったりすることがあ

りますか。(0は いくつでち〉

【健康のために気をつけていること】 (経年比較)

(%) 

士見阜 食 沼 II欽 ウ ス t丞 がい と十 なピ 的健 る地 な そ 4寺 銀

知寝 ヰE や オ ポ 味 なら る分 どタ lと康 域 る の 回
]E や 短 歩 や b、b、 な をミ 受診 の ，、.、 他 な うM主

回 し早 栄 Zま ~ ・ー ツ 耳k刃' よら ~ 飲ン け断 活 〈 し
答 い起 養 の ン し、 ヲ、 ~ む弗j るな 動 外
数 生き の t量 グ 連 宅~ に心 や ど 出

活な ノ〈 動 すdG 休 強 を 参 す
ど フ Qヲ』、J 袋 壮 lE 加 る
ン と を 知l 期 す

全 体
3.161 1，318 1.827 308 949 726 543 1，275 545 832 50 152 49 
100.0 41.7 57.8 9.7 30.0 17.4 I 16.2 23.0 17.2 40.3 17.2 42.9 I 11.0 26.3 1.6 4.8 1.6 

経 平成16年度 2，722 40.2 55.9 13.0 29.1 15.6 21.5 47.1 18.9 37.5 10.9 24.8 1.0 7.3 1.8 

年
平成13年度 2，881 35.7 57.9 10.7 41.5 20.9 17.7 43.0 * 傘 傘 * 2.4 11.5 1.7 比

較 平成10年度 12，546 39.6 60.2 11.8 47.3 24.1 18.0 45.6 * * * 有 2.1 5.6 1.6 
み高

平成19年度 1，455 42.1 60.3 16.3 14.3 25.8 18.8 41.9 18.1 46.5 11.9 30.2 1.6 4.2 1.7 の鯵
役者

平成16年笈 1.125 41.2 57.8 15.0 13.4 24.0 23.3 48.2 21.0 41.2 11.6 28.4 0.8 5.0 1.8 手存の
傘選択肢を設けていない

健康のために気をつけていることは f食事や栄養のバランス」が 57.8%で最も高く、次いで「健

康診断などを定期的に受けるJ(42.9%)、「早寝、早起きなどの規則正しい生活J(41. 7%)、「十

分な睡眠 ・休養を とるJ(40.3%) などが4割台となっている。
経年比較では、前回調査よりも「健康診断などを定期的に受けるj は 5.4ポイント増加してい

る一方、「十分な睡眠 ・休養をとるJは 6.8ポイント減少している。

-10 -



第1章高齢者一般調査

(3 )特定高齢者候補者

問 あなたの生活状態について、次の1'"'"'25の項目ごとに当てはまるものにそれ

ぞれOをつけてください。(項目ごと仁Oは?っ〉

【特定高齢者候補者×性別 ・年齢別・健康状態別】

全体
(N=I，897) 

「男性
性 (N=814) 

別L女性
(N=I，067η ) 

「白(N=673) 
70-7刊4員歳義
(N=570) 

E7刊鴻
(N=352) 
別

特
定
高
齢
酔
者

候
補
者

非
候
補
者

0.7 

1
 

• 1
 

1.1 

1.1 

0.9 

O覧 25首 50官 75覧 100覧

-11 -



平成 19年度 福岡市高齢者実態調査の概要

65歳以上の高齢者で、現在要介護認定の申請をしていない、または非該当(自立)とされた人

を対象に、 25項目からなる介護予防のための基本チェックリストに回答してもらった。運動器の

機能の 5項目中 3項目以上で筋力の衰えがみられる方、栄養状態の 2項目中いずれも低栄養の可

能性のある方、口腔機能の状態の 3項目中 2項目以上で機能が低下している方、また普段の生活

が自分で出来ない、外出頻度が少ない、物忘れがみられるなどを含む 10項目以上に該当する方は

特定高齢者候補者とした。

その結果、国が約 25%程度としている該当率は、 1，897人中 614人で 32.4%となり、男性より

も女性に、また年齢があがるにしたがい特定高齢者候補者が多くなり、 80歳以上では約半数とな

っている。

健康状態別では、健康な人ほど特定高齢者候補者の割合は低くなり、健康で、普通に生活して

いる人では 14.4%となっている。

【高齢者の心の健康づくりにおける予防 ・支援の対象】

該 3F- 無

当 該 回
者 当 答

者

軽度の認知障害が I 3.3 
あると思われる人

0% 25% 50% 75覧 100覧

(河吋川元主制 3.0 

0覧 25覧 50覧 75覧 100覧

また、高齢者の心の健康づくりにおいて予防・支援の対象となる、物忘れなどの 3項目中 1項

目以上に該当した軽度の認知障害があると思われる人はし897人中 583人 (30.7%)で、生活に

充実感がないや今まで楽しめたことが楽しめないなどの5項目中 2項目以上に該当したうつ傾向

にある人は 1，897人中 467人 (24.6%) となっている。

-12 -



第 1]聖高齢者一般調査

(4)健康について知りたいこと

間 健康についてどんなことを知りだいと思 いますか。(0はいくつでち〉

【健康について知 りたいこと】 (経年比較)

(%) 

つなが 望 適 精 つ健 官首 寝 転 認 そ 無
いどん ま 度 神 い診 の た 修j 知 (/) 回
て生や し な . ての 健 き 予 症 他 然~ 

活高 し、 運 ，心 受 康 り 防 の
回 習血 食 動 の 。す の 予
答 償圧 生 健 方 dコ 予 ィコ 防
数 病、 活 つ 康 や b、 防 b、
の結 し、 内 て て 'コ
予尿 イコ て Jコ ~乞~・ Jコ し、
防病 b、 む、 b、 て
て て て

全体
3，161 1，212 792 714 590 302 338 427 365 1，075 618 
100.0 38.3 25.1 22.6 18.7 9.6 10.7 13.5 11.5 34.0 1.3 19.6 

経 平成16年度 2，722 48.0 27.7 24.1 10.2 10.0 22.7 * 31.3 2.1 13.2 
年
平成13年度 2，881 39.7 25.8 22.9 16.2 5.9 8.0 16.5 刻' 23.0 8.5 14.3 比

較 平成10年度 12，546 42.3 28.1 15.6 * 10.7 10.4 20.1 
傘 32.8 2.4 19.3 

み;寓
平成19年度 1，455 37.5 27.1 22.8 19.1 9.4 9.9 15.2 14.1 36.4 1.2 18.7 の総

世者
平成16年度 1，125 47.3 30.3 22.7 22.2 9.7 9.9 24.6 31.1 2.0 12.0 待の 傘

*選択肢を設けてU、なし、

健康について知りたいことは、 「がんや高血圧、糖尿病など生活習慣病の予防について」が

38.3%、「認知症の予防についてJが 34.0%となっている。

平成 10年度からの調査の中で「認知症の予防Jは今回、最も高い割合となっているのに対し、
「寝たきりの予防」は 13.5%と最も低い割合となっている。

(5)認知症について知り た いこと

【「認知症の予防についてjと答えた方にうかがいます】

問 認知症に関してどのようなことが知 りだいですか。 (0はいくつでち〉

【認知症について知 りたいこと】 。 45 90 (事色)

認知症の予防方法 88.4 

1J!知症の治療に関すること

認知症に関する相駁窓口

認知症の在宅サービスに関する情報

グループホームなどの範綾の情報

本人に代わり、金銭や財産の管理、
契約などの手続きを行う制度に関すること

その他

全 体制=1β75)

【回答はいくつでも】

認知症の予防と回答した人のうち認知症について知りたいことは f認知症の予防方法J が

88.4%と最も高くなっている。以下、「認知症の治療に関することJ34.9%、f認知症に関する相
談窓口J27.1%となっている。

q
d
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平成 19年度 福岡市高齢者実態調査の概要

4.健康・福祉サービス

( 1 )今後受けたいサービス

間 次のサービスであなだが特に受けだいと思うサービス5つにOをつけてく

ださい。 (0は5つまで〉

【今後受けたいサーピス】

緊急時にペンダントのボタンを押すだけで、自動的に
通報され助けが求められるサービス

運動犠脅さの低下を防止するために、後械を使って
筋力トレーニングが受けられるサービス

火災警報機・自動消火器などが、給付されるサービス

住宅を改造する場合、資金の貸付けや費用が
助成されるサービス

家族が留守のときに、虚弱な方を施段などに
宿泊できるサービス

介護用品(紙おむつ・尿取りパットなど)費用の一部が
助成されるサービス

ふとんなどの洗濯や消毒をしてもらうサービス

箆知症により緋但した場合、自動発信穫祭を使って
早期発見されるサービス

夕食のお弁当が復供されるサービス(朱実施)

昼食のお弁当が提供されるサービス

定期的に電話があり、安否などが確認される
サービス

訪問して理美容が受けられるサービス(朱実施)

ご家庭を訪問し、生活習慣翁などのアドバイスが
受けられるサービス

調理・洗還・買い物などを利用者と一緒に行う
サービス

転倒予防や認知症予防など、出前の講座が
受けられるサービス

寝台付きタクシーの費用の一部が助成される
サービス

。 20 40 (%) 

38.6 

全体(N=3.161)

【回答は5つまで】

今後、特に受けたい福祉サービスを 5つまで選んでもらったところ、「緊急時にペンダントのボ

タンを押すだけで、自動的に通報され助けが求められるサ」ピス」が 38.6%で最も高くなってい

る。次いで、 f運動機能の低下を防止するために、機械を使って筋力トレーニングが受けられるサ

ービスJ(25.3%)、「火災警報機・自動消火器などが、給付されるサービスJ(25.1%)、「住宅を

改造する場合、資金の貸付けや費用が助成されるサービスJ(22. 2%)が2割台であげられている。
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第 1章高齢者一般調査

(2 )地域包括支援センターの利用(相談)

問 地域包括支援センターを利用〈相談〉しだことがありますか。

(0は1つ〉

【地域包括支援センターの利用(相談) x性別・介護認定の状況別】

全体
(N=3.161) 

「男性
性 (N=1.297)

別L女性
(N=1.834) 

「ー

婆介護認定の申請は‘の
していない(N=2，318)'.v 

立白
内
J

い
1
リ

(

η

1

0

2

ハ
リ

1
パ
リ

2
nリ

3

η

4

山
リ

5
n吋
片

酔

臼

当
rι

援

K

袋

駅

護

9

護

山

引

謹

r
L

霞
削
副
田
践
剛
山
ふ
れ

設

=

支

=

支

=

介

=

介

=

介

=

介

=

介

=

か

=

非

例

裏

例

菱

川

別

委

川

山

富

宮

川

別

委

例

裏

側

要

例

わ

例

要
介
穫
認
定
の
状
況
別

し事l
た用

無
回
答

し事j
た用

、ー・'曲、 、ー'・、
相
談
〉

と
が
あ
る

相
級
)

と
は
な
い

3.7 

7.1 

6.7 

2.9 6.1 

4.1 

5.2 

5.1 

1
 
1
 
1
 

9.6 

0覧 25覧 75覧 100覧50% 

地域包括支援センターを「利用(相談)したことがあるJは 3.7%、「利用(相談)したことは

ないj は 89.6%となっている。

要支援 1・2のサービス利用率は 6割程度であるが、要支援 1と2の人で f利用(相談)した

ことがあるj がそれぞれ 42.5%、30.2%と実際の利用率より低くなっていることは、介護予防ケ

アプラン作成過程で利用しているところが地域包括支援センターであるという認識が低いことが

うかがえる。

P
同

υ'・ム



平成 19年度 福岡市高齢者実態調査の概要

(3)地域包括支援センターを利用(相談)していない理由

【「利用(相談)していないJと蓄えた方にうかがいます】

間 利用(相談〉していなしV理由は何ですか。 (0は 1つ〉

【地域包括支援センターを利用(相談〉していない理由】

。 30 60 (%) 

3利用(相談)する必要がなかった

センター自体を知らなかった

この程度のことで利用していいのかわから
なかった

利用の方法がわからなかった

忙しくて利用する時間がなかった

センターの場所がわからなかった H0.8 

場所が速くて不便だったり、わかりにくい所 10.5
にあった

その他 目1.0

無回答陵劉5.3

50.6 

全体(N=2.831)

[回答は1つ】

地域包括支援センターを利用(相談)していない理由は「利用(相談)する必要がなかったJ

が 50.6%と約半数で、次いで fセンター自体を知らなかったj が 34.6%となっている。

(4 )地域包括支援センターで今後利用(相談)したい内容

問 今後利用(相談〉したい内容は何ですか。 (0はいくつでち)

【地域包括支援センターで今後利用〈相談) したい内容】

介護保険・福祉サービスなどの紹介や利用方法の
相談

在宅での介護の方法や対応についての相談

転倒や骨折の防止など介護予防についての相該

~支援1 ・ 2の介護予防のケアプラン作成

認知症による緋個などの相談

虐待、金銭管理などj;j録者の権利割程穫の相談

その他

わからない

。 15 30 (1)も}

27.0 

全体(N=3.161)

【回答はいくつでも】

地域包括支援センターで今後利用(相談)したい内容は『介護保険 ・福祉サービスなどの紹介

や利用方法の相談Jが 27.0%で最も高く、次いで 「在宅での介護の方法や対応についての相談J
(15.8%)、「転倒や骨折の防止など介護予防についての相談J(15.0%) などが約 15%であげら

れているが、その一方で「わからなしリも 23.1%となっている。
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第1章高齢者一般謂査

5.仕事

(1 )就労状況

間 あなたは、現在仕事をしていますか。 (0は1つ〉

【就労状況×性別・年齢別 ・世帯構成別】

全体
(N=3.161) 

「 男性
性 (N=1.297)

別女性

L(例N=副 1.制)

「印(N=721) 
65-6臼9詰愈誌
(N=724) 

70-7刊4歳2(例N=刷
別 7万5-7刊9怠
(N=457) 

L 80~例(N=3幻17η) 

8邸5宣銭量以上
(N=248) 

(ひとり恥し世帯(N=585) 

5健婦だけで、二人とも
65歳以上(N=914)

夫婦だけで、どちらか
が65態以上(N=286)

世夫婦だけでニ人とも

芸術銭未満(N=l附

成あなたとその他の
別高齢者のみ(N=93)

二世代同居世帯
(N=604) 

三世代同居世帯
(N=139) 

その他の世帯
(N=288) 

自
営
業

役
員

て仕

い事

なを
し、し ..___¥ 

E""" 
3.2 

57.8 

76.0 3.7 

49.5 

1.9 

3.1 

2.8 

73.3 

74.9 3.3 

1.7 

1.1 

2.2 

2.0 70.0 

64.0 

63.2 

0首 50% 100覧25覧 75" 

現在、仕事を『している』人は 28.2%で、「自営業 ・役員j が 11.5%と最も高い。

性別にみると、男性で仕事を『している』人は 39.5%で女性 (20.4%)の約 2倍となっている。

年齢別にみると、 60"'"'64歳で仕事を『している』人は 49.7%、65"'"'69歳で 38.0%、70"'"'74歳

で 23.1%となっている。

世帯構成別にみると、夫婦だけで、二人とも 65歳未満、または夫婦だけで、どちらかが 65歳

以上の世帯で仕事を『している』が4割から 5割と高く、ひと り暮らし世帯や夫婦だけで、 二人

とも 65歳以上の世帯、あなたとその他の高齢者のみの世帯では 2割強となっている。
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平成 19年度福岡市高齢者実態調査の概要

(2)仕事を している理由

【「仕事をしている」と答えた方にうかがいます】

間 仕事をしているのはなぜですか。 (0はいくつでも〉

【仕事を している理由】

。 30 60 (%) 

生計を維持する収入を得たいから 53.8 

健康によいから

生活を充実させる収入を得たいから

生きがいが欲しいから

自分の能力を活かしたいから

何もしないでいると退屈だから
全体(N=892)

【回答はいくつでも]
友人が欲しいから

その他

現在、仕事をしている人の働く理由は 「生計を維持する収入を得たいから」が 53.8%で最も高

くなっている。次いで「健康によし、からj が 36.2%、「生活を充実させる収入を得たいからJが

32.8%となっている。

(3)今後の仕事の意向

【「仕事をしていない」と答えた方にうかがいます】

問 今後、仕事をレたいですか。 (0はいくつでち〉

【今後の仕事の意向】

健康のために仕事をしたい

生きがいが欲しいから仕事がしたい

生活を充実させる収入を得るために仕事をしたい

生計を維持する収入を得るために仕事をしたい

何もしないでいると退屈だから仕事をしたい

自分の能力を活かしたいから仕事をしたい

友人がほしいから仕事をしたい

その他

仕事Iましたくない

。 25 50 (9も)

全体(N=2.167)

【回答はいくつでも】

42.6 

現在、仕事をしていない人の今後の就労意向は、「仕事はしたくないJ(42. 6%)と無回答(15.4%)

を除く 42.0%の人が持っている。その理由として『健康のために仕事をしたいJが 16.2%で最も
高い。

ー 18-



第1章高齢者一般調査

6.社会参加 ・生きがい

(1 )生きがいを感じること

間 あなだが、現在生きがいを感じるのはどんなことですか。

(0はいくつでも〉

【生きがいを感じること】(経年比較)

(%) 

働 た学 ス 経 往ボ 老 協町 家 つ友 旅 そ 特 査E

く め習 ポ 味 宝Aまフ- 人 議内 族 き人 行 の 回
」、， のや の へン ク dZbX‘d2s5Z 、 と あや 他 な 答

回
と 活教 ツ 活- のテ フ な・ の い近 b、

答
( 動養 動 家イ プ ど自 団 所

数
{士 を 巡 仕ア 活 の治 ら と
事 高 動 ~，..... 動 活会 ん の
) め 活地 動-
る 動犠

や

全体
3，161 720 426 572 1，109 282 154 161 377 161 
100.0 22.8 13.5 18.1 35.1 8.9 4.9 5.1 37.6 I 25.8 40.6 I 3.1 11.9 5.1 

経. 平成16年度 2，722 30.1 16.2 19.6 35.3 7.0 7.5 5.4 42.3 29.1 45.7 2.5 11.3 2.6 

を手
平成13年度 2，881 29.5 14.9 18.8 34.6 6.5 7.3 5.3 42.1 30.1 44.2 4.6 11.9 2.9 比

絞 平成10年度 12，516 27.7 15.6 12.9 36.4 4.8 11.5 5.7 44.1 43.1 43.1 3.3 10.0 4.3 

みi弱
平成19年度 1，455 16.0 14.3 17.1 33.5 9.0 6.2 5.6 30.7 26.9 40.1 2.7 13.5 6.9 

の鈴
世者

平成16年度 1，125 22.6 17.9 19.0 36.9 6.3 10.0 6.3 37.5 29.9 46.1 3.0 11.7 2.4 
直2

生きがいを感じることは「旅行Jが 40.6%、「家族との団らんj が 37.6%、「趣味の活動j が
35.1%などで「特にないj は11.9%となっている。
平成 10年度からの調査と比べると「働くこと(仕事)Jや「家族との団らんJr友人や近所との
つきあいJr旅行Jなどに生きがいを感じる人は減少している。

(2)社会活動をするために必要なこと

間 あなだはボランティアや老人クラブ、町内会などの社会活動をするには、伺

が必要だと思いますか。 (0はいくつでち〉

【社会活動をするために必要なこと】 。
一緒に活動する仲間

活動に関する情報

活動に利用できる施設

リーダー(指導者〉

社会活動を行うための研修や講座の開催

連絡調重などを行うところ(ボランティア
センターなど)

器材の鑓供や資金の媛助

有償であること

その他

25 50 (1)も)

43.8 

全体(N=3.161)

【回答はいくつでも】

社会活動をするために必要なことは「一緒に活動する仲間j が43.8%で最も高くなっている。
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平成 19年度 福岡市高齢者実態調査の概要

(3 )ボランティア活動について

①ボランティア活動の有無

問 あなたは、現在ボランティア活動をしていますか。 (0は1つ〉

【ボランティア活動の有無×性別・年齢別 ・健康状態別】

全体
(N宮 3.161)

「男性
性 (N=1.297)

別女性

L(例N=阿=副1βm刷3科紛4の) 

1;山印伽……oトM…~寸叫6倒4(N=7花21り) 
65-6的9歳
(N=724) 

70-74露2(阿訂向) 
別 7苅5-7刊9高怠主
(N=457) 

L凶(N=3幻17η) 
8邸5歳以上
(N=248) 

「俊一ーしている(N=1.304)
日常生活lま自立、外出も
鍵ひとりでできる(N=1，478)

ま家の中では低外出は
態ひとりではできない(N=237)

別日中もベッドの上の生活が

止である(N=55)

1臼中ベッドの上にいる
(N=34) 

現
在
活
動
し
て

い
る

活
動
し
た

は
な
い

無
回
答

な現て以
い在い前
はfこは
しが活
て、動

いし と

1.2 

3.3 

0拡 50% 75拡 100覧25首

現在、ボランティア活動をしている人は 11.4%、以前活動をしていた人は 8.7%と経験者は

20.1%となっている。

現在活動をしている人は 60歳代から 74歳までが中心となっており約 13%から 15%で、以前活

動をしていた人も含めると 2割台と高い。

健康状態別にみると、健康で普通に生活している人でボランティア活動をしている人は 16.6%、

経験者も含めると 24.9%と全体の約4分の 1となっている。
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高齢者一般調査第 1章

②ボラ ンティア活動の頻度

【「現在活動しているJと答えた方にうかがいます】

間 ボランティア活動への参加状況はどれくらいですか。 (0は1つ〉

無
回
答

ほ
と
ん
ど
毎
日

週
2
i
3
回
程
度

【ボランティア活動の頻度×性別 ・年齢別 ・健康状態別】

週
1
回
程
度

月
1
回
程
度

2
1
3
カ
月
に

1
回
程
度

半
年
に

1
回
程
度

-
年
に

1
回
程
度

2.2 

全体
(N=360) 

「男性
性 (N=173)

別女性

し(N=186)

(~4怠(N=93) 

65~69歳
(N=108) 

70~74歳

ZM刷
別 75~79議
(N=43) 

[80~84爺(N=20) 

85自主以上
(N=3) 

「健康で、普通に生活
健している(N=217)

悪 日常生活は自立、外出も
逗ひとりでできる(N=135)

別家の中では自立、外出はー
しひとりではできない(N=3)

100覧75" 50覧25覧0覧

現在、ボランティア活動をしている人の活動への参加状況は f月 1回程度」が 29.7%、「週 l

回程度J20.8%、「週 2.......3回程度J13.9%、r2....... 3ヵ月に 1回程度J11. 7%となっている。
性別にみると、男性は週に 1回以上の割合が女性よりも高く、年齢別にみると、 65.......69裁で週

に1回以上が 45.3%と最も高くなっている。

司
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平成 19年度 福岡市高齢者実態調査の概要

③ボランティア活動の内容

【「現在活動しているJと答えた方にうかがいます】

間 ボランティア活動の内容はどのようなちのですか。 (0はいくつでち〉

【ポランティア活動の内容】

環境に関する活動

高齢者を支怨する活動

子ども・青少年を支怨する活動

障がい児・者を支緩する活動

文化・伝承活動

一般を対象としたスポーツ・レクリエーション
指導

国際交涜・国際憶力活動

その他

。 20 40 (%) 

33.6 

全体(N=360)

【回答はいくつでも】

現在、行っているボランティア活動の内容は「環境に関する活動Jが 33.6%で最も高く、次い

で f高齢者を支援する活動J28.9%、f子ども・ 青少年を支援する活動J25.3%となっている。

④ポランティア活動意欲

【「現在ボランティア活動をしていない」と答えた方にうかがいます】

問 ボランティア活動への参加の意向はいかがですか。 (0は1つ)

【ボランティア活動意欲】(経年比較〉

(%) 

いた積 思や機 や 思や そ わ 無

回 るい縫 つり会 れ わり の 色、 回

答 と的 てたが な なた 他 ら 答

数 思に いいあ し、 b、b、 な
つや るとれ と し、

てり lま は

全体
2，562 20 716 796 483 312 175 
100.0 0.8 29.1 31.1 18.9 1.2 12.2 6.8 

経年 平成16年度 2，314 1.1 36.9 刻ド 22.8 10.8 24.3 4.11 

比
較

平成13年度 2，511 0.9 30.0 刻俳 21.7 14.0 29.2 4.3 

みi寄
平成19年度 1，165 0.7 23.8 36.8 19.3 0.9 8.2 

の齢
世者

平成16年度 911 1.2 34.9 羽?の
測候 27.2 10.8 21.8 4.1 

*選択肢を設けていない

ボランティア活動を現在していない人の今後の参加意向は、「積極的にやりたいと思っている」

が 0.8%、f機会があればやりたいと思っている」が 29.1%で合わせて 29.9%の人が参加意欲を
持っている。その一方で 31.1 %の人が健康 ・体力に自信がないなどで「ゃれないJとしている。
「やりたいとは思わないj人は 18.9%である。
経年比較でみると、参加意欲は前回調査よりも低くなっている。
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第1章高齢者一般調査

⑤参加 したいボランティア活動

【「今後ボランティア活動をやりたい』と答えた方にうかがいます】

問 どのようなボランティア活動に参加したいと思いますか。

(0はいくつでも〉

【参加したいボランティア活動】 。 30 60 (%) 

国際交jf，t.国際協力活動

50.7 環境に関する活動

高齢者を支援する活動

子ども・青少年を支援する活動

文化・伝承活動

一般を対象としたスポーツ・レクリヱーシヨン
指導

障がい児・者を支援する活動

全体(N=766)

【回答はいくつでも】

その他

ボランティア活動意欲のある人に、今後どのような活動に参加したいかたずねたところ、「環境

に関する活動Jが 50.7%で最も高くなっている。次いで「高齢者を支援する活動J25.5%、「子

ども ・青少年を支援する活動J24.7%、「文化 ・伝承活動J21. 0%が2割台で続いている。

⑥ボランティア活動をやれない ・やりたいとは思わない理由

【rゃれない・やりたいとは思わない』と答えた方にうかがいます】
問 あなたがボランティア活動をやれない又はやりだいと思わない理由は伺で

すか。 (0はいくつでも〉

【ボランティア活動をやれない・ やりたいとは思わない理由】
o 35 70 (%) 

健康・体力に自信がない

人間関係などわずらわしい

仕事をしていて活動する時間がない

興味がない

介穫などの家庭の事情

趣味などの活動に参加しているから

60.0 

全体(N=1.279)

【回答1まいくつでも】

ボランティア活動をやれない ・やりたいとは思わない理由で最も高いのは f健康・体力に自信

がないJで60.0%となっている。

内

J
円
心



平成 19年度 福岡市高齢者実態調査の概要

7 .介護保険制度全般

( 1 )介護保険制度ができてよくなったこと

問 介護保験制度ができてよくなつだと思うことは伺ですか。

(0はいくつでち〉

【介護保険制度ができてよくなったこと】

老後の生活に安心感ができたこと

いろいろなサービスを受けることができるように
なったこと

介護に関する情報や話題が得られやすく
なったこと

ケアマネジャーなどに介護などの相談ができる
ようになったこと

介護保険のサービスを利用することで自立して
生活ができるようになったこと

家族への気がねが少なくなったこと

介護サービス事業者に希望や苦情を
言いやすくなったこと

その他

特になし

。 20 40 (%) 

全体(N=3.16T)

【回答1まいくつでも】

32.6 

介護保険制度ができてよくなったことは「老後の生活に安心感ができたこと jが 29.5%で最も

高く、次いで「いろいろなサービスを受けることができるようになったことJ17.4%、f介護に関

する情報や話題が得られやすくなったことJ13.1%などがあげられており、全体の 47.8%が介護

保険制度の利点をあげている。その一方で f特になしj は32.6%となっている。
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第1章高齢者一般調査

(2)介護保険制度について不満に思うこ と

問 介護保険制度について不満に思うことは伺ですか。 (0はいくつでも〉

【介護保険制度について不満に思うこと】

保険料が高いこと

介護認定の申請がわずらわしいこと

介護サービス事業者について、情報が少ない、
わかりにくい、不安があること

サービスの利用料金が高いこと

希望するサービスが受けられないこと
(利用するために待たなければならないなど)

介護サービス事業者との契約がわずらわしい
こと

サービス内容が良くないこと

その他

特になし

。 20 40 (%) 

35.6 

全体(N=3.161) 

【回答はいくつでも】

介護保険制度について不満に思うことは 「保険料が高いことJが 35.6%と最も高く、次いで f介

護認定の申請がわずらわしいことJ16.7%、「介護サービス事業者について、 情報が少ない、わか

りにくい、不安があることJ16.3%などがあげられており、介護保険制度に何らかの不満を持つ

人は全体の 55.0%となっている。「特になしJは24.6%である。

伺

hυ
q
d
 



平成 19年度福岡市高齢者実態調査の概要

(3)今後の介護意向

間 あなたは、介護が必要になったとき、どのようにしたいと考えていますか。

経
年
比
較

み高
の鈴
世者
手持の

(0は1つ〉

【今後の介護意向】(経年比較)

回
答
数

全 体
3，161 
100.0 

平成16年度 2，722 

平成13年度 2，881 

平成10年度 12，546 

平成19年度 1，155 

平成16年度 1.125 

(%) 

た家在 利介在 ス在 宅充介施 施 そ わ 然

い族宅 用譲宅 を宅 で実2建設 設 の 為、 回

だで しサで 中で 生す保な 他 ら 答

け た ，む 活れ険ど 入 な
ので いピ家 に介 しぱのに 所 b、
介き ス族 利護 た 、夜宅入所 し
後る をの 用保 b、こ た
をか 合介 し険 れサし b、
受ぎ わ護 たぃサl 

かた

けり せと
らピい
もスが

て ピ 在が
330 690 335 527 634 26 396 223 
10.4 21.8 10.6 16.7 20.1 0.8 12.5 7.1 

12.4 26.8 9.4 11.2 17.1 18.0 4.2 

14.5 25.7 10.5 * 21.7 1.7 21.2 1.8 

11.5 29.1 省民 15.3 1.5 21.3 8.5 

9.8 19.9 10.1 17.7 21.6 0.9 11.5 8.2 

11.9 22.7 11.9 19.8 0.8 18.4 3.8 

*選択肢を設けていない
※経年比較平成16年度f有料老人ホーム、ケアハウスなどJ7.1%含む

※高齢者のみ世:裕平成16年度「有料老人ホーム、ケアハウスなどJ8.9%を含む

介護が必要になったとき「在宅で、家族の介護と介護サービスを合わせて利用したい」が 21.8%、

「施設に入所したいj が 20.1%とこの 2つが 2割台で高くなっている。

性別にみると、男性は f在宅で、家族だけの介護を受けたいJr在宅で、家族の介護と介護サー
ビスを合わせて利用したいj が女性よりも高く、女性は「施設に入所したい」が男性よりも高 く

なっている。

経年比較にみると、前回調査と比べて在宅介護希望者はほぼ同率であるが、家族だけの介護や

家族介護と介護サービスの併用は減少し、在宅サービスの充実を条件とした在宅での生活を希望

する人が増加している。
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第1章高齢者一般調査

(4)行政への要望

間 高齢者施策の充実に向けて、行政に苅して今後どのようなことに特に力をい

れてほしいと思いますか。 (0は3つまで〉

【行政への要望】

自宅に住みながら受ける介護保険サービス

寝たきりや認知症、ひとり暮らしなど、援護を
必蓑とする人への施策

施設に入居して受ける介護保険サービス

医療に関する施策

経済的な暮らし向きに関する施策

公共施設、交通機関などの高曲者者が暮らし
やすい家ちづくり(バリアフリー)

食事や運動、病気予防の指導などの健康づくり

高齢者向けの住宅に関する能祭

高齢者の社会参加に関する縫策

地媛住民相互の支えあい

その他

。 25 50 (%) 

44.7 

全体(N=3.161)

【回答は3つまで】

高齢者施策の充実に向けて行政に特にカを入れてほしいのは「自宅に住みながら受ける介護保

険サービスJが 44.7%で最も高く、次いで「寝たきりや認知症、ひとり暮らしなど、援護を必要

とする人への施策Jが 36.3%、「施設に入居して受ける介護保険サービスj が 24.4%など、介護

などの援護を要する人に対するサービスの充実が上位となっている。

勾
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福岡市高齢者実態調査の概要平成19年度

介護保隙サービス共通設問第2章

「在宅サービス利用調査Jr在宅サービス未利用調査Jr施設等サービス利用調査」の3調査に
共通する設問については、各調査別の傾向が比較できるよう「共通設問Jとして掲載した。なお、

各調査の共通設間以外については別章に掲載している。

回答者の属性1 

年齢( 1 )性別、

あなたの性別は。

あなたの年齢は。

問

問 〈平成19年 10月 1日現在〉

1.7 

在宅サービス未利用者
(N=I，543) 

施設等サービス利用者
(N=I，037) 

【性別】

在宅サービス~J用者
(N=2，983) 

100覧75首50覧25% 0覧

無
回
答

9

0
歳
以
上

8
5
i
8
9
歳

8
0
5
8
4
歳

7
5
3
7
9
歳

7
0
1
7

4
歳

6
5
1
6
9
歳

4
0
3
6
4
態

【年齢】

0.3 

0.2 

0.5 

在宅サービス利用者
(N=2，983) 

在宅サービス未利用者
(N=1.543) 

施政等サービス利用者
1.3 

(N=1，037) 

100" 75覧50覧25" O覧

対象者の性別は、在宅サービス利用者・来利用者とも「男性J約 3割、 f女性」約 7寄!となって

おり、施設等サービス利用者は「男性J約 2割、「女性J約 8割となっている。

75歳以上の後期高齢者の割合は在宅サービス利用者では 80.6%、在宅サービス未利用者では

75.0%、施設等サービス利用者では 90.1%となっている。
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介護保険サービス共通設問第2章

(2 )世帯構成

間[在宅サービス利用 ・未利用] あなたのご家族の状況は。 (0は1つ〉

間[施設等サービス] 施設等に入る前のご家族の状況は。 (0は1つ〉

無
回
答

そ
の
他
の
世
裕

る(三

世 6世
待 5代
)怠同

未居
満世
の宇野
方

が
い

る{二

世 6世
帯 5代
)怠同

来居
済慢
の章特
方
が

の者あ
み〈な
の 6た
世 5と
宇野怠そ
以の
よ他
のの
方寓
)鈴

夫
婦
だ
け
で
、
二
人
と
も

6

5
怠
未
満
の
世
帯

夫
婦
だ
け
で
、
ど
ち
ら
か

が
6

5
怠
以
上
の
世
帯

夫
婦
だ
け
で
、
二
人
と
も

6

5
銭
以
上
の
世
帯

一
人
暮
ら
し
世
帯

【世帯構成】

0.8 

.6 

在宅サービス利用者
(N=2，983) 

在宅サービス未利用者
(N=1.543) 

施設等サービス利用者
(N=1.037) 

0% 25也 50覧 75覧 100拡

世帯構成は、在宅サービス利用者では「一人暮らしJが33.0%、在宅サービス未利用者では f夫
婦だけで、二人とも 65歳以上の世帯j が 31.9%、施設等サービス利用者の入所前の世帯構成は
f一人暮らし世帯Jが35.5%と最も高くなっている。

(3 )行き来のある親族の居場所

【「一人暮らし・夫婦のみ・その他高齢者のみの世帯jと答えた方にうかがいます】

問 あなだは日常行き来がある親族の方が近くにいらっしゃいますか。 2力所以

上にいらっしゃる方は一番近いところをお答えください。 (0は1つ〉

無
回
答

日
常
行
き
来
が
あ
る

親
族
は
い
な
い

崎
県
外
に
い
る

福
岡
県
内
に
い
る

福
岡
市
内
に
い
る

【行き来のある親族の居場所】

閉
じ
区
内
に
い
る

同
じ
町
内
(
小
学
校

区
程
度
)
に
い
る

在宅サービス利用者
(N=1，960) 

在宅サービス未利用者
(N=965) 

100% 

一人暮らし、夫婦のみの世帯、あなたとその他の高齢者のみの世帯の人に、
親族の居場所をたずねた。
在宅サービス利用者と未利用者では大きな違いはなく、「福岡市内にいるJが約3割と最も高く、
「閉じ町内にいるJr同じ区にいるj がそれぞれ約 2割となっている。

-29 -
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平成 19年度 福岡市高齢者実態調査の概要

(4 )要介護度

問 あなたの要介護度は次のどれですか。 (0は1つ〉

【要介護度】

施介護老人福祉施設 0.7
設 (N=442)

き介護老人保鍵施設
i (N=290) 

E介護療養型医療施設ー
ハ (N=142)
利

2グループホーム
(N=144) 

無
回
答

在宅サービス利用者
(N=2.983) 

0.9 

在宅サービス未利用者
(N=1.543) 

2.7 

2.4 

0.7 

1.4 

0耳 25覧 50首 75拡 100見

要介護度について在宅サービス利用者は「要介護 1J (22.9%)、未利用者は「要支援1J (29. 7%) 

が最も多く、いずれも『要介護 1以下』で約 65%を占めている。

施設等サービス利用者では要介護度が重い人が多く、特に介護療養型医療施設では『要介護4・

5~ が 76.1% となっている。しかし、その中でもグループホームでは『要介護 1-3~ が 67.3%

を占め、施設等サービス利用者の中では比較的要介護度は低い。
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第2章 介護保険サービス共通設問

( 5 )要介護状態になった主な原因

問 介護が必要な状態になっだ主な原因は何ですか。 (0は1つ〉

【要介護状態になった主な原因】

。
脳血管疾患

転倒などによる骨折などの事故

認知症

高齢による衰弱

腰痛症

心臓病

リウマチ以外の関節疾患

脅粗しよう症

1¥ーキンソン病

呼吸器疾患

リウマチ

糖尿病

その他

不明

祭回答

20 40 (%) 

28.5 

33.8 

回在宅サービス利用者
(N=2.9B3) 

国在宅サービス未利用者
(N=1.543) 

E施E宣告事サービス利用者
(N=1.037) 

【回答は1つ】

要介護状態になった主な原因は、在宅サービス利用者 ・未利用者、施設等サービス利用者とも

「脳血管疾患Jr転倒などによる骨折などの事故Jr認知症Jが上位にあげられているが、施設等
サービス利用者では「認知症J(33.8%)、f脳血管疾患J(28.5%)の割合が在宅サービス利用者・

未利用者に比べ高くなっている。
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平成 19年度 福岡市高齢者実態調査の概要

2.保険・福祉サービス

( 1 )地域包括支援センターの利用(相談)の有無

問 地域包括支援センターを利用〈相談〉したことがありますか。 (0は1つ〉

【地域包括支援センターの利用(相談)の有無】

'-..... 、ー'・、

然
回
答

し利
た周

し利
た用

相
談
)

と
が
あ
る

相
談
)

と
は
な
い

在宅サービス利用者
(N=2.983) 

在宅サービス未利用者
(N=1.543) 

O覧 25% 50首 75覧 100覧

地域包括支援センターの利用(相談)については、在宅サービス利用者 35.4%、来利用者 31.7%  

と利用者の方がやや高くなっているが、 6割前後の人は 「利用(相談)したことはないJと回答

している。

【地域包括支援センターの利用(相談)の有無×要介護度別】

(%) 

在宅サービス利用者 在宅サービス未利用者

し利 し利 銀 し利 し利 銀

回 た用 た用 回 回 た用 た用 回

空~
、. 、，

答 答 答'-..... '-，.-... '-，.... '-，.... 

数 と相 と相 数 と相 と相
が絞 は談 が談 は綴
あ} な) t? ...... な}
る b、 る し、

全体 2，983 1，057 1，723 203 1，543 489 83 
100.0 35.4 57.8 6.8 100.0 31.7 62.9 5.4 

要支援1 646 57.3 35.6 7.1 30 36.2 57.9 5.9 

要
要支援2 591 54.5 38.7 6.8 20 46.9 48.9 4.3 

介
要介護1 684 23.8 70.0 6.1 16 24.8 70.2 5.0 

護
姿介笈2 446 20.6 73.1 6.3 8 27.3 67.2 5.5 

度
褒介護3 291 20.3 72.9 6.9 7 23.9 73.4 2.8 

53IJ 
要介護4 184 16.8 72.8 10.3 6 24.1 70.1 5.7 
要介護5 115 13.0 81.7 5.2 8 14.5 77.8 7.7 
無回答 26 19.2 73.1 7.7 6 21.6 71.1 7.2 

要介護度別にみると、在宅サービス利用者のうち要支援 1と要支援 2で「刺用(相談)したこと

はないJが 35.6%、38.7%となっており、介護予防ケアプラン作成過程で利用しているところが

地域包括支援センターであるとい う認識があまりなかったことをあらわしている。
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介護保険サーピス共通設問第 2章

していない理由

【「利用(相践〉していない1と答えた方にうかがいます】

間 利用〈相談〉していない理由は何ですか。 (0は 1つ〉

(2)地域包括支援センターを利用 (相談)

【地域包括支援センターを利用(相談)していない理由】
o 25 50 (%) 

一一
一
Fr
ロ在宅サービス利用者
(N=1.723) 

図在宅サービス未利用者
(N=971) 

【回答r;t，つ】

センター自体を知らなかった

利用(相談)する必要がなかった

利用の方法がわからなかった

この程度のζとで利用していいのかわからなかった

センターの場所がわからなかった

寝所が遠くて不便だったり、わかりにくい所にあった

その他

忙しくて利用する時間がなかった

無回答

地域包括支援センターを利用(相談)していない理由で最も高いのは在宅サービス利用者・未利

用者とも「センター自体を知らなかったj で、次いで「利用(相談)する必要がなかったJとな
っている。いずれの理由も在宅サービス利用者の割合が高く、全体的な割合は低いが「利用の方

法がわからなかったJや fこの程度のことで利用していいのかわからなかったJは未利用者で高
くなっている。

( 3)地域包括支援センターの利用意向

(0はいくつでも〉しだい内容は伺ですか。今後利用 〈相談〉問

30 {事も)15 。【地境包括支援センターの利用意向】

:;::=:::=:=:::=:=:=::・:::::::::::::::::121.6
29.9 介護保険・福住サービスなどの紹介や利用方法の稲駁

日0.4
22.4 

よ:::::::119.0
23.7 

臼在宅サービス利用者
(N=2.983) 

四在宅サービス未利用者
(N=1.543) 

在宅での介畿の方法や対応についての相級

要支媛1・2の介護予防のケアプラン作成

転倒・骨折の防止など介穫予防についての相銀

Ml知症による緋偲などの相駁

1:11.0 
虐待、金銭管理など高働者の緩和l鎌穫の格絞 幽1.2

【回答はいくつでも】

:不::弓-;::市三了;;:-京三三五三7 ~ 17.4 
わからない 臨時郡関鵠醗輔欄16.3

その他

地域包括支援センターの今後の利用意向は f介護保険 ・福祉サ)ピスなどの紹介や利用方法の
相談Jr在宅での介護の方法や対応についての相談Jr要支援1・2の介護予防ケアプランの作成j
などが上位にあがっており、いずれも在宅サービス利用者よりも未利用者の割合が高くなってい
る。
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平成 19年度 福岡市高齢者実態調査の概要

3.介護保険制度全般

( 1 )介護保険制度全体の満足度

問 あなたは、介護保険制度全体について満足していますか。 (0は 1つ〉

【介護保険制度全体の満足度】

満 や いど や 不 無

や えち や 回

足 満 なら 不 満 答
足 L、と 満

も

1 竺
在宅サービス利用者
(N=2.983) 

在宅サービス来事j用者
(N=1.543) 

施設等サービス利用者
(N=1.037) 

0覧 25覧 50覧 75% 100覧

介護保険制度全体の満足度について、「満足」と「やや満足Jを合わせた割合は在宅サービス利

用者では 53.5%、未利用者では 25.7%、施設等サービス利用者では 32.3%と在宅サービス利用

者の満足度が最も高くなっている。「不満Jと「やや不満」合わせた割合は在宅サービス利用者で

16.3%、未利用者では 26.9%、施設等サービス利用者では 18.9%となっており、現在サーピスを

利用していない人で不満感は高くなっている。
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第2章 介護保険サーピス共通設問

(2 )介護保険制度ができてよかったこと

問 介護保験制度ができてよかっだと思う点は何ですか。 (0はいくつでち〉

【介護保険制度ができてよかったこと】

ケアマネジャー【施設の磯員】などに介護などの相談
ができるようになったこと

家族への介護負担【気がね】が少なくなったこと

いろいろなサービスを受けることができるように
なったこと

老後の生活に安心感ができたこと

介護保険のサービスを利用することで自立して生活

。

ができるようになったこと 同

介護に関する情報や話題が得られやすくなったこと

介護サービス事業者に希望や苦情を言いやすく
なったこと

その他

特になし

*選択肢を設けていない

1内は在宅サービス来利用者、施設等サービス利用者の選択肢

25 50 (%) 

47.0 

47.2 

臼在宅サービス利用者
(N=2.983) 

図在宅サービス朱利用者
(N=1.543) 

m施設等サービス事j用者
(N=1.037) 

【回答はいくつでも】

介護保険制度ができてよかったと思うことは、在宅サービス利用者と施設等サービス利用者で

は 「ケアマネジャー [施設の職員】などに介護などの相談できるようになったことJr家族への負
担が少なくなったことJrいろいろなサービスが受けることができるようになったこと」が上位に
あげられているが、在宅サービス利用者では「ケアマネジャ」などに介護などの相談できるよう

になったことJ(47. 0%)、施設等サービス利用者では「家族への負担が少なくなったことJ(47. 2%) 

が最も高くなっている。

介護保険制度全体の満足度が比較的低かった未利用者でも fケアマネジャーなどに介護などの

相談できるようになったことJrいろいろなサービスが受けることができるようになったことJが
上位にあげられているが割合は 3割弱と在宅や施設等サービス利用者に比べて低く、「特になし」

が20.3%と高くなっている。また、 「家族への負担が少なくなったこと jは7.0%とサービス利用

者に比べ大きな差がでている。
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平成 19年度 福岡市高齢者実態調査の概要

(3)介護保険制度の不満点

問 介護保険制度で不満に思うことは何ですか。 (0はいくつでも〉

【介護保険制度の不満点】

保険料が高いこと

介謹認定の申請がわずらわしいこと

介護サービス事業者について、情報が少ない、
わかりにくい、不安があること

希望するサービスが受けられないこと(利用するために
待たなければならないなど)

介怒サービス事業者との契約がわずらわしいこと

サービスの利用料金が高いこと

サービス内容が良くないこと

その他

特になし

。 25 50 (%) 

36.6 

ロ在宅サービス利用者
(N=2.983) 

図在宅サービス未利用者
(N=1.543) 

m施設等サービス利用者
(N=1.037) 

【回答はいくつでも】

介護保険制度で不満に思うことは在宅サービス利用者 ・未利用者とも「保険料が高いことj が

最も高く、次いで f介護認定の申請がわずらわしいことJr介護サービス事業者について、情報が
少ない、わかりにくい、不安があることJがあげられているが、いずれも未利用者の割合が高く、

特に f保険料が高いことJは約9ポイント、「介護サービス事業者について、情報が少ない、わか

りにくい、不安があることJは約 7ポイント高くなっている。

施設等サービス利用者では f特になしJが 28.0%と最も高く、在宅サービス利用者 ・来利用者

に比べて不満に思う項目の割合も低いものが多いが、 fサービスの利用料金が高いことJr希望す
るサービスが受けられない(利用するために待たなければならないなど)Jの不満は在宅サービス

利用者 ・未利用者よりも高くなっている。

-36-



第2章介護保陵サーピス共通設問

(4)介護サーピス事業者を選ぶときに重視すること

問 介護サービス事業者を選ぶとき、特にどのようなことを重視して選びたいと

思いますか。 (0はいくつでち〉

【介護サービス事業者を選ぶときに重視すること】

。 30 

職員の資絡や経験年数時制25

持者独自のサービス時引1.0

60 (%) 

ロ在宅サービス利用者
(N=2，983) 

図在宅サービス未利用者
(N=I.543) 

【回答はL、くつでも】

介護サービス事業者を選ぶときに重視することは、在宅サービス利用者 ・未利用者とも f職員

の態度、対応」が 55%前後で最も高く、次いで「自宅や親族の家に近いJrサービスの内容や営
業時間Jr施設や設備などが整っているJr評判が良い」などがあがっている。「施設や設備が整っ
ているJや f評判がよいJ、「苦情や相談の窓口が整っているj、「事故の際の体制や保険が充実し

ているJなどは未利用者での割合が高くなっている。
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平成 19年度 福岡市高齢者実態調査の概要

( 5 )介護や福祉サービスなどの相談先

問 介護のことや市の福祉サービスなどについてわからないことや不満がある

とき、あなたはまず、誰lこ〈どこiこ〉相談しますか。 (0はいくつでも〉

【介護や福祉サーピスなどの相談先】

。 35 70 (%) 

区役所の保健福祉窓口や地縁包括支怨センターなどの I :>~ :~: 宍:出己主主8133.6
市の格設窓口

ホームヘルJ~ーやデイサービスセンターなどの
介護サービス事業者

かかりつけの医師やかかりつけの薬剤師脳錨品ゐB
21.6 

民生委員・児童委貝や知人公民館など輔の人など凶:5
福岡県の介護保険窓口

福縄県国民健康保険団体連合会

その他

54.8 

。在宅サービス利用者
(N=2.983) 

図在宅サービス未利用者
(N=1.543) 

【回答はいくつでも】

介護や福祉サーピスなどの相談先は、在宅サーピス利用者では「ケアマネジャー(介護支援専

門員)Jが 69.4%で最も高く、次いで、「区役所の保健福祉窓口や地域包括支援センターなどの市

の相談窓口J33.6%、「ホームヘノレパーやデイサービスなどの介護サービス事業者J24.5%、f家

族や親族J19.3%などとなっている。未利用者では f区役所の保健福祉窓口や地域包括支援セン

ターなどの市の相談窓口Jが 54.8%で最も高く、次いで fケアマネジャー (介護支援専門員)J 

37.4%、f家族や親族J26.9%、「かかりつけの医師やかかりつけの薬剤師J21. 6%などがあげら

れており、在宅サービス利用者と未利用者では違いがみられる。
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第 2j章 介護保険サービス共通設問

4. 介護者

「在宅サービス利用調査Jr在宅サービス未利用調査Jの2調査において、日ごろ家族の介護を
受けている方に対して、その家族の方に回答をしてもらった。

( 1 )主な介護者

問 日ごろ、介護しているのは主にどなだですか。あて名の方ご本人〈介護が必

要な万〉からみ疋続柄をお答えください。 (0は1つ〉

【主な介護者】

在宅サービス利用者
(N=2，082) 

在宅サービス未利用者
(N=l，208) 

0首 25覧

0.9 

1.5 

50" 75% 100首

主な介護者は、在宅サービス利用者 ・未利用者とも高い順に「娘Jr妻Jr夫」となっているが、
来利用者では「夫Jや f妻Jの介護の割合が利用者よ りも高くなっている。

(2 )主な介護者の状況

問 主な介護者の状況は。 (0は1つ〉

【主な介護者の状況】

在宅サービス利用者
(N=2，082) 

在宅サービス未利用者
(N=1.208) 

0覧 25拡

2.5 

2.2 

50覧 75首 100% 

主な介護者の状況は、在宅サービス利用者 ・未利用者とも「同居」が約8割、 rJ3lj居Jが約 2割
となっている。
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福岡市高齢者実態調査の概要平成 19年度

(3)主な介護者の年齢

主な介護者の年齢は。 (0は1つ〉問

無
回
答

8

0
露
代
以
上

7

0
露
代

6

0
議

代

5

0
縫

代

4

0
歳
代

3

0
議

代

2

0
議

代

【主な介護者の年齢】

1

0
歳
代

3.2 

在宅サービス利用者
(N=2.082) 

0.00.2 

a晶
v
nu 

n
u
 

者用利未スピ川
町

一
却
1
1
 

宅
同
在
仏

100覧75% 50誕25覧0首

※在宅サービス利用者のrlQ歳代」のrO.OJは単位未満を~寸

主な介護者の年齢は、 在宅サービス利用者では fSO歳代Jが 27.7%で最も高く、次いで f60

歳代J23.4%、f70歳代J20.6%、f80歳以上J14.0%となっている。未利用者では f50歳代Jf60 

歳代Jf70歳代Jがそれぞれ約 23%、f80歳以上」が 15.9%となっている。

今後の介護の仕方(4 ) 

どのように介護をしていきたいと思いますか。 (0は1つ〉今後、間

無
回
答

施
設
に
入
所
さ
せ
た
い

箆
設
へ
の
入
所
も
検
討
す
る

が
、
介
護
保
険
の
在
宅
サ
ー
ビ

ス
が
充
実
す
れ
ば
こ
れ
か
ら
も

在
宅
で
介
護
し
た
い

在
宅
で
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

を
中
心
に
利
用
さ
せ
た
い

在
宅
で
、
家
族
の
介
護
と
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
を
合
わ
せ
て
利

用
さ
せ
た
い

【今後の介護の仕方】

在
宅
で
、
で
き
る
か
ぎ
り
家
族

だ
け
で
介
護
し
た
い

在宅サービス利用者
(N=2.082) 

在宅サービス朱利用者
(N=1.208) 

100覧

今後の介護について、在宅サービス利用者 ・未利用者とも「在宅で、家族の介護と介護保険サ

ービスを合わせて刺用したいJが最も高くなっているが、利用者は 51.6%、未利用者は 39.0%と

利用者の方が約 13ポイント高くなっている。また、「在宅で、介護保険サービスを中心に利用さ

せたいJも利用者 11.7%、未利用者6.3%と利用者の方が高く、「在宅で、できるかぎり家族だけ

で介護したいJは利用者 6.6%、未利用者 17.3%と来利用者の方が高いことから、未利用者では
介護保険サービス利用にやや消極的な姿勢がうかがえる。
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第2章 介護保険サービス共通設問

(5 )在宅で介護を続けるために必要性が高いサー ビス

間 在宅で介護を続けるだめに、特に必要性が高い〈利用しだい〉と思うサーピ
スは何ですか。 (0はいくつでち〉

{在宅で介護を続けるために必要性が高いサービス】
50 (事色}

身近な地判定のデイサービスセンターやグループホーム |::;:::::::::::::;:;:::::::::;:::;:::::::::::::::137.B 
などに、泊まることができるサービス醸欝欝窓欝欝韓盤語録磁調27.2

定期的に特別養霞老人ホームなどの箆設に入所して、 l::::::::::::::::::::::::::::::::125.8
自宅と行き来しながら生活することができるサービス殴磁綴緩綴線鶴欝轍鱗翻28.4

1・・・・・ ・・ ・・1._J 

温度の要介援者を地様の病院などが日中の |尽宗宗宗:112.1
一定待問預かるサービス殴滋滋磁繊磁調 15.9

ロ在宅サービス利用者
(N=2，082) 

回在宅サービス未利用者
(N=I，20B) 

【回答はい〈つでも】

在宅で介護を続けるために必要性が高いサービスは、在宅サービス利用者 ・未利用者とも「夜
間や緊急時の不安が解消されるサービスJが最も高くなっている。次いで、利用者では f身近な
地域のデイサービスセンターやグノレ}プホームなどに、泊まることができるサービスJ、未利用者
では「定期的に特別養護老人ホームなどの施設に入所して、自宅と行き来しながら生活すること
ができるサーピスJをあげている。

(6)在宅で介護を続けるために必要な支援

間 あなたが今後ち在宅で介護を続けるために、特!こ支獲が必要と思うことは伺
ですか。 (0はいくつでち)

【在宅で介護を続けるために必要な支援】
30 60 (%) 

介陵保険やその他の福祉サービスを充実する E;: ; : ; : ; : ~ : ; : ; : ; : ; : ; : ~ : ; : ; ;・::;:;:::;・::;:::;:;:;:;::司52.5
世田盟盟四四回園田盟盟盟胞園田園岨圃白血曲回晶胡51.7

介E質保険やその他の舗も止サービスなどについて七三:三百三;百三n宗主弓京市134.2
わかりやす〈情報を提供する隠栂醐滋瀦磁醐蜘欄34.6

介Rの悩みなどを相銭できるところを聖整備する

介筏者の心身のリフレッシュに対する支獲を行う

介護者を支えるボランティアなどの雌活動を充実する硲詣い0.4
9.9 

介E董のを支衡を教える研修などを充実する

在宅で高曲者者を介堕している人同士の交流の場を
提供する

その他

巴在宅サービス~J用者
(N=2，082) 

国在宅サービス未利用者
(N=I，20B) 

【回答はいくつでも】

在宅で介護を続けるために必要な支援は、在宅サービス利用者・未利用者とも「介護保険やそ
の他の福祉サービスを充実するJが5割を超えて最も高くなっている。次いで f介護保険やその
他の福祉サービスなどについてわかりやすく情報を提供するJr介髄の悩みなどを相談できるとこ
ろを整備するJr介護者の心身のリフレッシュに対する支援を行う Jなどがあげられている。
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平成 19年度 福岡市高齢者実態調査の概要

第3章 在宅サービス利用者調査

1 .介護予防サービス・介護保険サービスについて

( 1 )介護予防・介護保険サー ビス内容の満足度

【「介護予防サービスを利用している」と答えた方にうかがいます】

間 現在利用している介護保険サービスの内容に満足レていますか。

(0は1つ〉

【「介護保険サービスを利用しているjと答えた方にうかがいます】

問 現在利用している介護保険サービスの内容に満足していますか。

(0は1つ〉

【介護予防 ・介護保険サービス内容の満足度×要介護度別】

満

足

や
や
満
足

ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い

や
や
不
満

不 然
回
答満

要支径1・2
(N=1，141) 

要支援1
(N=590) 

3.7 

要介護1
(N=639) 

要介護2
(N=426) 

妄介護3
(N=274) 

要介護4
(N=l77) 

要介護5
(N=110) 

4.5 

0覧 25覧 50覧 75% 100覧

現在、利用している介護保険サ}ピスの満足度をみると、要支援 1・2の人を対象にした介護

予防サービスでは「満足J(47，7%)、fやや満足J(27.1%) を合わせて 74.8%が『満足』、要介

護 1.......5の人を対象にした介護サービスでは「満足J(46.9%)、fやや満足J(29.5%) を合わせ

て76.4%が『満足』と回答しており、いずれも 7割以上が満足している。

要介護度別にみると f要介護 2Jで『満足』している割合が 81.2%と最も高く、最も低いのは

「要介護5Jで 65.5%となっている。

-42 -



(2 )介護予防 ・介護保険サービスの不満点

【「やや不満、不涜jと答えた方にうかがいます】

間 どのようなところがご不満ですか。 (0はいくつでも〉
【「やや不満、不涜」と答えた方にうかがいます】

問 どのようなところがご不満ですか。 (0はいくつでも〉

【介護予防・介護保険サービスの不満点】

限度額のよ限に逮しているため、サービス量を
増やせない

利用料金(1翻負担)が高くなるため、サービス量を
地やせない

実際のサービスが希望していたものと遺っていた

希望時間などにサービス事業者が対応できないため、
サービス量を増やせない

ケアマネジャー(介護支径専門員)が希望に
対応してくれなかった

サービス提供の手際が懇いなど、技術が劣っていた

サービスについての苦情や要望などを十分に聞いて
もらえなかった

取員の態度が悪かった

訪問などの日時を変えてもらえなかった

プライバシーが守られていなかった

その他

。 20 

第3章在宅サービス利用者調査

40 (%) 

37.3 

ロ要支媛1・2の人
(N=118) 

図要介護1-5の人
(N=150) 

【回答はいくつでも】

fやや不満Jr不満Jと回答した人にその理由をたずねたところ、要支援 1・2では「限度額の
上限に達しているため、サービス量を増やせない」が 35.6%と最も高く 、要介護 1""""5では「利

用料金(1割負担)が高くなるため、サービス量を増やせなしリが 37.3%と最も高くなっている。
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平成 19年度福岡市高齢者実態調査の概要

(3 )介護予防サービスの効果

【「介護予防サービスを利用しているJと答えた方にうかがいます】

間 現在利用している介護予防サービスについて、効果があったと思われました

か。 (0は1つ〉

【介護予防サービスの効果 ・要支援1および2x要介護度別】

要
支
援
状
態
が

改
善
で
き
た

要
支
媛
状
鯵
が

維
持
で
き
て
い

る た重要
度支
へ援
移状
行態
しが

わ
か
ら
な
い

無
回
答

全体
(N=1，141) 

要支援1
(N=590) 

要支援2
(N=551) 

O出 25首 50% 75拡 100" 

要支援1・2を対象にした介護予防サービスを利用している人に、その効果をたずねたところ

「要支援状態が維持できているJが 55.3%、「要支援状態が改善できたJが 13.1%と68.4%がそ

の効果を実感している。
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第3章在宅サービス利用者調査

2.今後の介護について

( 1 )今後、どのように介護を受けたいか

間 今後、どのように介護を受けていきだいと思いますか。 (0は1つ〉

【今後、どのように介護を受けたいか】

@本 人

受りそE いをと在 用サ在 でがい施 施 そ 書署

It家宅 合介宅 し宅 生充が設 設 の 回
た族で わ惑で たピで 活案、な 他 信EヨE 

いだ、 せ保、 いス、 しす在ど 入
けで て険家 を介 たれ宅に 所
のき 事lサ族 中護 いlまサ入 し
介る 用の Il>保 、l所

た
謹か しピ介 に険 在ピし し、
をぎ たス護 事l 宅スTこ

全体
(N=2.983) 

0覧 25覧 50首 75% 100覧

【今後の介護の仕方】

。介護者

たり在 たをとを 用サ在 宅スす施 施 無
い家宅 い合介宅 さ宅 でがる設 設 回
族で わ護で せピで 介交がへ 知厄司E 

だ、 せ保、 たス 議実、の 入
けで て険家 いを介 しす夜入 所
でき 事jサ悠 中護 たれ宅所 さ
介る 用の 心保 いぱサも せ
議か さピ介 に険 後 た
しぎ せス護 利 在ピ討 い

全体
(N==2.082) 

0詰 25首 50% 75覧 100首

今後どのように介護を受けていきたいかで‘は、 f在宅で、家族の介護と介護保険サービスを合わ

せて利用したいjが34.3%と最 も高 く、f在宅で、介護保険サービスを中心に利用したいJis 25. 6% 

と続いている。「施設に入所したい」は 9.4%となっている。

一方で、家族(介護者)に、どのように介護をしていきたいかをたずねた聞いでは、 f在宅で、

家族の介護と介護保険サービスを合わせて利用させたいj が 51.6%と約 5割を占めており、「在

宅で、介護保険サービスを中心に利用させたいJは 11.7%、f施設に入所させたい」は 10.3%と

なっている。
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平成 19年度福岡市高齢者実態調査の概要

(2 )在宅生活に必要なサー ビス

間 あなだが在宅で生活するだめに、必要性が高い(利用し疋しりと思うサーピ

スは伺ですか。 (0はいくつでも〉

【在宅生活に必要性が高いサービス】

夜間や緊急時の不安が解消されるサービス(必要なときの
呼び出しサービスなど)

必要なときに身近な地波のデイサービスセンターや
グループホームなどに治まることができるサービス

定期的に特別養護老人ホームなどの施設に入所して、
自宅と行き来しながら生活することができるサービス

昼間の見守りサービス

その他

。 20 40 (%) 

39.6 

全体(N=2，983)

【回答はいくつでも】

在宅で生活するために必要性が高いと思うサービスでは「夜間や緊急時の不安が解消されるサ

ービス(必要なときの呼び出しサーピスなど)Jが 39.6%と最も高く、次いで「必要なときに身

近な地域のデイサービスセンターやグループホームなどに泊まることができるサービスj が

33.0%となっている。
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第4章 在宅サービス朱剥用者調査

第4章 在宅サービス未利用者調査

1 .日常生活の支援を受けている人

問 あなだは日常生活の支援をどなたから受けていますか。 (0は1つ〉

【日常生活の支援を受けている人】

親同 な別 な委近 主 な訪 そ 受特 然

族居 ど居 ど員所 'atロa‘ ど悶 の けに 回
の の の・の 医 肴 他 て支 生~

家 家 地児知 謹 い媛
族 族 域重人 師 なな
や や の委や いど

親 人員長 lま

し一竺 生

全 体
(N=1，543) 

0% 25覧 50% 75覧 100% 

日頃、日常生活の支援を受けている人では、 f同居の家族や親族j が 52.4%と5割を超えてい

る。
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平成 19年度 福岡市高齢者実態調査の概要

2.介護保険サービスの利用について

( 1 )在宅サービスを利用 していない理由

【「在宅サービスを利用していないJと答えた方にうかがいます】

問 介護保険の在宅サービスを利用していないのはなぜですか。

(0はいくつでも〉

【在宅サービスを利用していない理由】

今のところ家族介護(家政婦、ボランティアなどを含む)で
足りているから

いざという時にサービスを利用できるように婆介護認定を
受けただけ

入院しているから

病院や診療所などのリJ¥ピリテーションや訪問介護などを
利用していて、それで足りているから

サービスの内容や手続きがよくわからない

他人を家に入れたくないから

デイサービスなどに通うのはわずらわしいから

利用料金(サービス費用の1割}の負担が大きいから

利用したいと思ラサービスがないから

施設に入所したいから

近所の毘が気になるから

介議保険以外の福祉サービス(あんしんショートステイ・
おむつザーピスなど)で十分間に合っているから

その他

。 20 40 (%) 

38.3 

全体(N=1.267)

【回答はいくつでも】

介護保険の在宅サービスを現在利用していないと回答した人 (1，267人)に理由をたずねたと

ころ、「今のところ家族介護(家政婦、ボランティアなどを含む)で足りているからJが 38.3%

と最も多く、「いざという時にサービスを利用できるように要介護認定を受けただけJが25.1%、

「入院しているから」が 21.9%と続いている。
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第4章在宅サーピス未利用者調査

3.在宅で生活する上で困っていること

問 現在、在宅で生活する上で、どのようなことに困っていますか。

(0はいくつでち〉

【在宅で生活する上で困っていること】

夜間や緊急時の不安がある

自宅に閉じこもりがちになるなど、近所との
交流がない

介護者に用事があるときなど、一時的に
入所する施設がない

その他

特に図っていることはない

。 20 40 (%) 

34.8 

在宅で生活する上で困っていることでは、「夜間や緊急時の不安がある」が 34.8%と最も多く

なっている。
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福岡市高齢者実態調査の概要平成 19年度

今後の介護サービスの利用について4. 

今後の介護サービスの利用についてどのよう仁考えていますか。

(0は1つ〉

間

無
回
答

わ
か
ら
な
い

そ
の
他

将
来
的
に
も
で
き
る
だ
け

利
用
し
た
く
な
い

【今後の介護サービスの利用×要介護度別】

今
後
剥
周
す
る
な
ら
絡
設

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
い

緊
急
時
に
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
た
い

家
族
介
護
が
図
録
に
な
っ
た

ら
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

た
い
婆
介
鏡
度
が
現
在
よ
り
霊
く

な
っ
た
ら
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
た
い

いを近
る利い
用う
すち
るに
こ在
と宅
をサ
考 l
えピ
てス

全体
(N=1.543) 

要支援1
(N=458) 

要支媛2
(N=305) 

要介意1
(N=242) 

2
閥
均

3

m

護
じ
謹
村
山

介
」
戸
介
同

裏
九
W

萎

い

要
介
護
度
別

要介護4
(N=87) 

要介護5
(N=117) 

100% 

今後の介護サービスの利用については、「家族介護が困難になったら在宅サービスを利用した

いj が23.7%と、最も多くなっている。

要介護度別にみると、「要介護3J以上では「今後利用するなら施設サービスを利用したいJ(要

介護3: 25.7%、要介護4: 24.1%、要介護5: 24.8%)が最も多い。(ただし「要介護 5Jでは

「わからないJが27.4%)
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第5宣言 施設等サービス利用者調査

第5章 施設等サービス利用者調査

1 .回答者の特性

( 1 )施設の種類

間 現在、あなたが入っている施設等の種類はどれに当てはまりますか。

(0はTつ〉

【施設の種類×要介護度別】

福介 保介 医介 ホグ 書署

祉護 鍵謹 療護 |ル 回
箆老 施老 施療 ム! 答
設人 設人 設葵 ブ

型

全体
(N=1，037) 

要支援1
(N:::11 ) 

婆支媛2
(N:::25) 

萎介護1
裏 (N:::115)

介婆介護2

言(N:::129
別 要介護3
(N:::227) 

婆介護4
(N=271) 

要介護5 151H!i 121 5 232848吋 ・...・:17.4<:::・・協傷後援28脇務務級3.0I 2.1 
(N:::236) ! : !! 11111 ! 1111 ~ .;i i:g ljiji.: 

0覧 25覧 50覧 75覧 100覧

入っている施設の種類では、 f介護老人福祉施設j が 42.6%と最も多く、次いで「介護老人保

健施設Jが 28.0%、「グループホームJが 13.9%、「介護療養型医療施設Jが 13.7%となってい

る。

要介護度別にみると、 「介護老人福祉施設jは要介護度が高くなるにしたがい割合も高くなる傾

向がみられ、要介護 5で 48.7%と最も高くなっている。

3
A
 

PO
 



平成 19年度 福岡市高齢者実態調査の概要

(2 )日頃から係わりのある親族のいる場所

間 面会や外泊など、日頃から係わりのある親族の方が施設等の近くにいますか。

(0は1つ〉

【日頃から係わりのある親族のいる場所×施設別】

に同 同 福 福 信 いあ日 無

いじ じ 岡 岡 間 る頃 回
る4、 区 市 県 県 親、 虫Z主ヨE 

寸ふ同ー 内 内 内 外 族係
校 はわ
区 い い L、 L、 いり
内 る る る る なの

全体
(N=1，037) 

(N=442) 
~6.3遜緩滋緩 24 . 0.7 鋭:~:~:~:~:途:会

介護老人保健施設 :~:;:~:~:~:f・:~:~:~:ぷ i・:~:~:~:ミ:;:~:ぷúä~:~:;:::~:::~:t~:~:::~:::f~~:~:f泳三~:tIIII3 .41 0.3 
施 (N=290)
設
見IJ介護療養型医療施設

グループホーム
(N=144) 

O覧 25覧 50覧 75首 100覧

日頃から係わりのある親族のいる場所では、「福岡市内にいるj が 44.0私、「同じ区内にいるJ

が 36.5%など、福岡市内に親族がいる割合は合わせて 87.2%を占めている。

施設別にみると介護老人福祉施設および介護老人保健施設で f閉じ区内にいる」割合が介護療

養型医療施設やグループホームと比べて高い。
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第5章 施設等サービス利用者調査

(3)施設等を希望した理由

聞 なぜ、施設等を希望レたのですか。 (0は1つ〉

【施設等を希望した理由×施設別】

た住 か介 が家 人見 少等在 受の在 そ 然

かま つ護 重族 が守 なの宅 け方宅 の 回
らい たす すの いり い方サ らが介 他 量6生a 

かる ぎ介 なを
と'b{I 

れ+護
問 ら家 た護 か し

思経ピ
る分よつ済ス

題 族 かで って
た的よ かなり

tJ< カf らは たく か負り ら介施
あ い 負 かれ ら担施 護設
つ な 担 らる が設 が等

全体
(N=1，037) 

「介…施設(N=442) 

介護老人保健施設
施 (N=290)
設

別介護療養型医療施設じ=142) 。
グループホーム
(N=144) 

4.4 

4.1 

1.7 

1.4 

0弘 50% 75覧 100覧25% 

施設等を希望した理由では、「家族の介護では負担が重すぎたからj が 42.2%と最も多く 4割

を超えている。施設別にみると、グループホームで 「介護する家族がいなかったからJが他と比

べてやや高くなっている。

q
u
 
p
D
 



福岡市高齢者実態調査の概要平成 19年度

外泊について2. 

( 1 )外泊の頻度

(0は1つ〉外泊はどのくらいの頻度でしていますか。間

無
回
答

月

2
回
以
上

月

1
回

2
i
3
カ
月
に

1
回
程
度

半
年
に

1
回
程
度

-
年
に

1
回
程
度

【外泊の頻度×施設別】

ほ
と
ん
ど
外
泊

し
な
い

施
設
別介護療養型医療施設は142)
グループホーム
(N=144) 

全体
(N=1.037) 

「介護老人一
(N=442) 

介護老人保健施設
(N=290) 

100% 75首50覧25覧O覧

が 74.6%と約4分の 3を占めている。頻度では「半年

が 79.6%と他と比べてやや「ほとんど外泊しない」

外泊の頻度は、 fほとんど外泊しないJ

に1回程度Jが 6.1%と最も多い。

施設別にみると、介護療養型医療施設で、

多い。

( 2 )外泊する際に必要と思うもの

(0はいくつでち〉外泊する際に必要と思うちのは何ですか。問

50 (%) 

42.5 

25 。【外泊する際に必要と思うもの】

家族の受け入れ態雲寺

外泊中の草イスやベッドなどの福祉用具

手すりや段差など住宅問題の解決

車イスのまま送迎するなど、送迎のサービス

外泊中のホームヘ)(-/¥ーの派遣などの在宅サービス

全体(N=1.037)

【回答はいくつでも】

その他

帰るところがない

f家族の受け入れ態勢j が 42.5%と最も割合が高くなって

-54 -
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第5章 施設等サービス利用者調査

3.施設等を選ぶときに、重視する点

間 施設等を選ぶときに、特にどのようなことを重視して決めますか。

(0はいくつでち〉

【施設等を選ぶときに重視する点×施設別】

(%) 

自 施 職 耳殻 ピ施 評 設
宅 設 員 員 ス設 判 備

や 等 の の な ヵ= な

回
親 の 資 態 ど 良 ど
族 運 絡 度 の b、 ;;i 

宅害 の 営 や 独 整
数
家 方 経 対 自 'コ
針 験 応 の て

近 年 サ し、
b、 数 る

全体
1，037 614 192 112 481 111 272 366 
100.0 59.2 18.5 10.8 46.4 10.7 26.2 35.3 

施
介護老人福祉絡役 442 54.8 17.4 11.1 38.9 9.5 23.5 34.6 

設
介護老人保健施設 290 65.9 16.9 9.0 49.3 11.7 29.3 35.2 

511] 介護療養型医療施設 142 55.6 22.5 13.4 49.3 7.7 33.1 47.9 
グループホーム 144 63.9 22.2 10.4 59.7 14.6 22.2 25.0 

倒 多 盤苦 が事 が医 そ 事E

室 床 つ情 光放 整療 の 回
ヵ: 2主 てや 突の てコ . 他 答
あ 泊宝 い相 し際 てリ

回
る あ る談 ての b、ノ、

答 、同
る の い体 るピ

数 、-
と
、.

窓 る制 リ」

と ロ や の
;;~ 保 体
険 時jlj

全体
1，037 189 98 158 414 152 
100.0 18.2 9.5 17.7 15.2 39.9 3.7 14.7 

施
介護老人福祉施設 442 20.4 10.0 13.8 13.8 29.4 2.7 22.6 

設
介護老人保健施綾 290 7.6 12.1 23.1 19.0 49.0 3.8 10.3 

別 介護療養型医療施設 142 2.1 10.6 21.1 14.1 59.9 4.2 6.3 
グノレ}プホーム 144 49.3 2.8 16.7 13.2 34.7 6.3 6.9 

施設等を選ぶときに重視する点では、 f自宅や親族の家に近いj が 59.2%と最も高く、次いで

「職員の態度、対応jが46.4%、「医療・リハビリの体制が整っている」が 39.9%、f設備などが

整っているJが 35.3%などとなっている

施設別にみると、介護老人保健施設で「自宅や親族の家に近いjが 65.9%と特に高くなってい

る。介護療養型医療施設では「医療 ・リハビリの体制が整っているJが 59.9%と最も高く、「設

備などが整っているJも47.9%と他の施設と比べて割合が高い。

また、グループホームでは「職員の態度、対応j が 59.7%、f個室があることJが 49.3%と他

と比べて割合が高くなっている。

Fo 
p
h
u
 



平成 19年度福岡市高齢者実態調査の概要

4.現在の施設等の満足度

問 現在の施設等に満足していますか。 (0は1つ〉

【現在の施設等の満足度×施設別】

満 や いど や 不 無
や えち や 回

足 満 なら 不 満 答
足 いと 演

LムJ
全体
(N=1.037) 

(N=442) 

介護老人保健施設
施 (N=290)
設
別介護療養型医療施設

グループホーム
(N=144) 

0首 25首 50% 75% 100覧

現在の施設等の満足度では、 「満足Jが 46.2%、「やや満足Jが 21.0%と、合わせて 67.2%が

『満足』と回答している。

施設別では、大きな差はみられない。
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第5章施設等サービス利用者調査

5.充実させてほしいこと

【「やや不溝、 不満」と答えた方にうかがい志す】

問 ちっと充実させてほしいのはどのようなことですか。

(0はいくつでち〉

【充実させてほしいこと】

験員の体制(もっと多いとよい}

駿員の介遊技術・媛遇

リハビリテーションの体制

食事の内容

レクリエーションの充実

いつでも相談ごとなどを聞いてくれること

医療サービス

~族との連絡

個室に入ることができるなど簸設の環境

プライバシーの確保

。

士也媛の住民の方との交流・ー

その他

30 60 (%) 

49.3 

全体(N=71)

【回答はL，(つでも】

問 19-2で、 fやや不満J(62人)、「不満J(9人)と回答した人(計 71人)に 「もっと充実さ

せてほしいことJをたずねたところ、「職員の体制(もっと多いとよい)Jが 49.3%、f職員の介

護技術 ・接遇Jが 47.9%と要望が高くなっている。
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福岡市高齢者実態調査の概要平成 19年度

介護支援専門員調査第6章

回答者の属性

年齢

在現日月

。
年9
 

成平
↓。↓。
別

齢
性

年
の
の
た
た

な

な
あ

あ

( 1 )性別、

問

問

無
回
答

女

性

男

性

【性別×年齢別】

1.3 

用再雨対若者詩~~ ~ ~ H~ ~ ~ ~ ~ i ~ [ ~ [ ~ H j [nn ~ w ~ [ ~ n l ~ ~ ~ l [. :?~ A~ ~ [~n l Hn [[ n ~ n ~ [ ~:: [ 

9.òtH主主主主n~主主主~ ~: ~ ~: ~ ~ ~ ~~ ~ ~ ~~ ~ ~ ~ ~ ~::: ~ n' 91:ei ~ ~ :!j ~ ~ ~:山口~~ ; ~~~ ; ~; ~ ~ ~ ~ ~~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~; ~; ~ ~~; ~ ~ ~ l ~ ~ト ー

.g

.~ 
A
M吋

m
w

初

川

町

附

上

幻

代

1

代

1

代

1

代

1

以

2

怠

同

議

何

歳

同

告
協
同
歳
」
~-

n
u

‘p
n

u

‘u
r
n
U
A
p

n

u

a
p

n

u

kド

「
I

l
-

-

年
齢
別

I
l
-
-
」

全体
(N=471 ) 

9.1十1;;;;;;::;:::::;:~::::ミロ:;ミミ:::::::::;;;:::::::;:::90.9'日:::::::日::::::
11 I I T1 

100% 75覧50% 25揖0覧

無
回
答

6

0
歳
以
よ

5

0
歳
代

4
0
歳
代

3

0
歳
代

2

0
怠
代

【年齢】

1.5 全体
(N=471) 

100覧

介護支援専門員は、女性が 86.0%と多く、特に 40歳代以上で 9割を超えている。年齢別では

50歳代 (31.0%)、40歳代 (30.6%)、30歳代 (29.1%)がそれぞれ3割前後を占めている。

-58 -
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第6章介護支援専門員調査

(2 )専門員歴

問 あなたが介護支援専門員として働き始めてから何年ですか。 (0は1つ〉

【専門員歴×年齢別】

全体
(N=471) 

[20怠代(N=15) 
30怠代
(N=137) 

ま判露代
町 (N=l44)
別

L50露代(N=146) 
印象以よ
(N=22) 

-
年
来
溌

3
年
以
よ

無
回
答

-
年
以
上

2
年
未
満

2
年
以
上

3
年
未
満

2.1 

2.1 

4.5 

0覧 50覧 75也 100覧25覧

専門員の経験年数では、 r3年以上Jが 56.7%と最も多い。年齢別にみると年齢が高くなるに
つれて r3年以上Jの割合も上昇し、 60歳以上では7割を超えている。
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平成 19年度福岡市高齢者実態調査の概要

(3 )介護支援専門員以外の取得資格

問 あなたが介護支援専門員以外に取得している資格などは伺ですか。

(0はいくつでち〉

【介護支援専門員以外で取得 している資格】

介護福祉士

看護師

准者援飾

社会福祉士

栄養士(管理栄養士を含む)

歯科衛生士

理学療法士

保健師

。

医師 目0.6

作当医療法土 日0.6

柔道整復節 目0.6

精神保健福祉士 10.4

薬剤師 10.2

助産飾 10.2

言語聴覚土 10.2

あん摩マッサージ指圧師 10.2

|まり飾 10.2

きゅう師 10.2

歯科医師・ー

筏能訓練士・ー

遺産肢装異土・ー

その他 10.6 

20 40 (%) 

39.1 

全体(N=471)

【回答はいくつでも】

介護支援専門員以外で取得している資格では、「介護福祉士Jが39.1%、「看護師Jが38.2%と

いずれも 4割弱にのぼっている。
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介護支援専門員調査第6章

(4)勤務形態・兼務内容

間 あなだの勤務形態は次のうちどれですか。 (0は1つ〉

【「薫積」と答えられた方にうかがいます】

間 どのような業務を兼務していますか。 (0はいくつでち〉

然
回
答

非
常
勤
・
兼
務

非
常
勤

・
専
従

常
勤

・
兼
務

常
勤
・
専
従

【勤務形態】

0.4 全体
(N=471) 

100% 75覧50覧25覧O拡

50 (1M>) 

43.0 

全体(N=193)

【回答はいくつでも】

25 。
医療系サービス

管理・事務業務

相絞業務

その他

介意サービス

【兼務内容】

が 34.2%で、常勤が 86.4%を占めて勤務形態では、「常勤 ・専従」

いる。

常勤・非常勤にかかわらず兼務している人の業務内容は「医療系サービスJが43.0%、「管理・

事務業務Jが39.4%となっている。

が 52.2%、f常勤・兼務J
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福岡市高齢者実態調査の概要平成 19年度

ケアマネジメントについて2. 

( 1 )給付管理件数

【以下の(1)-(4)は平成 19年9月の状況について答えてください】
間 あなたが給伺管理を行ったケース〈利用者が9用にサービスを利用し、介護

報酬の対象となったケース〉は伺件ですか。

【給付管理件数×勤務形態別】

無
回
答

6

0
件
以
上

4
0
1
5
9
件

2
0
1
3
9
件

0
1
1
9
件

全体
(N=471) 

「常勤専従
(N=246) 

瑳輔' -1.2 

-
《
U

U
J

1
h
u

ピ

ー
の
0

・.・.

河
司

TTT1 

100.0=1 

笠?琵

量富

霊富

語若日再

動常勤・兼務
務 (N=161)
形

態非常勤・専従
別 (N=30)

| 非常勤・策務
I (N=32) 

100覧75% 50覧25覧0覧

平成 19年 9月の給付管理件数は合計 9，973件で一人当たり平均は 21.2件となっている。

勤務形態別にみると、常勤専従は一人当たり平均 25.6件、常勤兼務は 18.7件、 非常勤専従は

16.8件、非常勤兼務は 4.5件となっている。
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介護支援専門員調査第6章

( 2 )保険外サー ビスを組み合わせたケアプラン状況

問 市の福祉サービス、ボランティアなどの保隙外サービスを組み合わせて作成

したケアプランはありますか。あればその件数ち記入してください。

(0は1つ〉

相
撤
回
答

な

【保険外サービスを組み合わせたケアプランの状況】

2

1
件
以
上

1
6
1
2
0
件

1
1
i
1
5
件

6
1
1
0
件

1
1
5
件

L、

2.3 全体
(N=471) 

保険外サービスを組み合わせて作成したケアプランは合計1，650件で、全体(9，973件)の 16.5%
となっている。ケアマネジャー全体の 78.9%が保険外サービスと組み合わせてケアプランを作成
したと回答しており、そのうち r1 '" 5件Jが 57.3%、r6 "'10件」が 17.0%と10件以内がほ
とんどである。

50首25覧0覧

(3 )保険外サーピスの種類

【「あるJと答えられた方にうかがいます】

閉 そのサービスの種類は伺ですか。該当するちのの番号をOで囲み、ま疋ケー

スの件数も記入してください。 (0はいくつでも〉

【保険外サービスの種類】

80 (%) 

72.3 

40 。
緊急通報システム

ふれあいサロン

配食サービス

おむつサービス

声の訪問

全体(N=372)

【回答はいくつでも】
緋佃高齢者sosネットワーク

ボランティアサービス

袋呉洗混乾燥消毒サービス

その他

組み合わせた保険外サービスの内容は f緊急通報システムj が72.3%で最も高く、次いで「配
食サービス」が 56.7%、「おむつサービスJが47.0%などとなっている。
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福岡市高齢者実態調査の概要平成 19年度

(4 )在宅での生活が困難なケースの状況 ・内容

在宅での生活が困難なケースはありますか。あればその件数ち記入してくだ

さい。 (0は1つ〉

【「ある」と答えられた方にうかがいます】

間 具体的にはどのようなケースですか。該当するちのの番号をOで囲み、まだ

ケースの件数ち記入してください。 (0はいくつでち〉

問

無
回
答

な2

1
件
以
上

【在宅での生活が困難なケースの発生状況】

1
6
1
2
0
件

1
1
i
1
5
件

6
3
1
0
件

1
3
5
件

L、

3.4 
会体
(N=471) 

100拡

在宅での生活が困難なケースは合計 931件で全体の 9.3%となっている。ケアマネジャー全体

の66.6%が在宅での生活が困難なケースがあると回答しており、そのうち fl'""5件」が 58.4%

を占めている。

50覧25覧0% 

【在宅での生活が困難なケースの内容】

60 (%) 

55.1 

30 。
家族に介護疲れが生じている

日中、介護する家族などがいないなど、吉宗療の介E霊が
不十分である

認知症があり緋個などの問題行動がある

全体(N=314)

【回答はいくつでも】

家族の介護放棄・虐待など家庭環境に問題がある

その他

在宅サービスのリハビリだけでは時間や回数が足りず、
3値段入所してさらにリハビリを受ける必要がある

在宅での生活が困難なケースの内容をみると、 f家族に介護疲れが生じているj が 55.1%、次

いで「日中、介護する家族などがいないなど、家族の介護が不十分であるjが 52.2%といずれも

『介護する家族』にかかわる問題が 5割を超えている。次いで「認知症があり俳f固などの問題行

動があるj が45.5%となっている。
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第6章介護支援専門員調査

(5 )計画作成上利用しに くいサービス

【以下の(5)......(8)は平成 18年4月以降の扶況についてお答えください】

問 ケアマネジャーとして居宅サービス計画を作成するに当たり、全体的に、利

用しにくいサービスについて、該当するちのにOをつけてください。

まだ、その理由について下記の選択肢から選び、該当するサービス欄に番号

を記入してください。 (0はいくつでち〉

【利用しにくいサーピス】

(件数)

理由
悪事 和j 厳利 わの内 そ 経

い業 用 し舟 な肴E容 の 回
回 所 料 すの いmが 他 答
答 の カt ぎ基 と利
数 質 高 る準 そ用

サービスの穣類 カ2 b、 iOi ぐ者

(介被予防)紡問介護 105 21 62 40 5 

(介後予防)防関入浴介穫 41 29 3 4 6 ー

. (介護予防)訪問着談 43 l 33 l 8 l 

(介護予防)肪問リハビリァーション 46 ー 9 13 12 14 

(介護予防)通所介綾 29 7 2 2 18 1 ー

(介護予防)通所リハピリテーション 35 11 3 5 16 4 

{介護予防)福祉用具貸与 53 1 49 2 3 

(介護予防)居宅療養管理指導 26 ー 4 ー 6 14 3 

(介後予防)短期入所生活介護 28 2 4 6 9 10 

(介護予防)短期入所療養介議 24 l 1 7 5 11 

(介後予防)福祉用具総入 4 ー ー 2 1 1 

住宅改修 11 3 4 4 

(介護予防)小規模多機能型居宅介護 33 4 6 9 16 1 

夜間対応型紡問介簸 13 3 i 2 6 1 

(介護予防)認知症対応型通所介護 12 l 7 1 4 

その他の居宅サービス 4 3 

然回答 ー ー ー ー ー ー

合計 507 47 101 165 125 108 6 

居宅サービス計画を作成するに当たり利用しにくいサービスは r(介護予防)訪問介護j が 105
件と最も多く、次いで r(介護予防)福祉用具貸与J(53件)、 rc介護予防)訪問リハビリテーシ
ョンJ(46件)、 r(介護予防)訪問看護J(43件)、 r(介護予防)訪問入浴介護J(41件)などがあ
げられている。

利用しにくい理由は f(介護予防)訪問介護Jが f利用の基準が厳しすぎるJ(62件)、 f内容が

利用者の希望とそぐわないJ(40件)、 f事業所の質が悪いJ(21件)などとなっており、 r(介護予
防)福祉用具貸与j でも f利用の基準が厳しすぎるJ(49件)が主な理由となっている。その他

r (介護予防)訪問看護Jと r(介護予防)訪問入浴介護Jでは「利用料が高いJが主な理由とな
っている。
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(6 )計画作成上過剰なサービス

間 ケアマネジャーとして居宅サービス計画を作成するに当たり、全体的に、必

すレち必要ではないが計画に組み込んでいるサービス〈過剰サービス〉につ

いて、該当するちのにOをつけてください。

まだ、その理由について下記の選択肢から選ぴ、該当するサービス欄に番号

を記入レてください。 (0はいくつでも〉

【過剰なサービス】

(件数)

理a3
整ス利 がを家 意や所 をだ利 そ 事荘

がを用 難希族 向関』完 勧と用 の 回

回 難希者 しfilが で係す め考・す 他 答

9←-・c し~が かしサ 事る たえる
数 かしサ つ、 l 業事 、と
つ、 l た飼ピ 所業 利安

サービスの種類 た翻ピ !1i'tス の所 用心

(介護予防)訪問介護 80 51 39 4 6 3 ー

(介後予防)訪問入浴介護 ー ー

(介簸予防)紡問看護 8 l 1 2 5 

(介護予防)1紡・悶リハビリテーション 4 ー 1 2 ー

(介護予防)通所介護 14 9 3 -
(介護予防)通所リハピリァーション 4 2 

(介竣予防)福祉用具貸与 13 7 7 1 1 

(介護予防)居宅療養管理指導 4 I 2 1 

(介護予防)短期入所生活介護 6 4 

(介護予防)短期入所療養介護 4 2 

(介護予防)紙社用具購入 6 3 3 

住宅改修 4 2 2 1 

(介護予防)小規模多機能担居宅介議 ー - ー
吋

夜間対応型訪問介護 ー

(介護予防)偲知症対応型通所介後 由 ー

その他の居宅サービス l l 

合計 148 63 17 10 

居宅サービス計画を作成するに当たり必ずしも必要ではないが計画に組み込んでいるサービス

は r(介護予防)訪問介護」が 80件と最も多く、主な理由は f利用者がサービスを希望し、調整
が難しかったJ(51件)と「家族がサ}ピスを希望し、調整が難しかったJ(39件)となっている。
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(7 )計画作成上不足するサービス

間 ケアマネジャーとして居宅サービス計画を作成するに当だり、全体的に、不

足していると思うサービスについて、該当するものにOをつけてください。

まだ、その理由について下記の選択肢から選び、該当するサービス欄に番号

を記入してください。 (0はいくつでも〉

【不足しているサービス】

(件数)

理由
近事 き希 を利 希家 きスこ そ 銀

く業 な望 希用 望族 な利れ の 回

回
に所 かE寺 皇望者 しが い用以 他 答

なが つ問 しが
かなサi 

料上
答
か草IJ たに

なかサl をの
数
つ用 鐙 つピ

負担サ1 
サービスの積類

た者 供 つピ たス
の で たス を でピ

(介護予防)勤・問介護 61 8 27 10 9 17 6 

{介護予防)紡間入浴介後 16 3 5 2 2 5 ー

(介護予防)訪問看護 11 4 9 17 8 11 4 

(介護予防)訪問リハビリァーション 56 32 18 7 6 8 l 

(介護予防)適所介護 52 8 4 27 5 15 2 1 

(介護予防)泊所リハビリテーション 52 13 5 18 8 7 4 

(介護予防)福祉用兵貸与 19 l 5 l 5 7 1 

(介護予防)居宅療養管理指導 9 3 l 2 2 

(介護予肪)短期入所生活介護 57 11 25 9 5 10 3 

(介護予紡)短期入所療養介護 3] 11 11 3 3 3 5 -・ l

(介護予防)福祉用具購入 6 2 2 3 

住宅改修 9 1 2 2 3 2 

(介後予防)小規模多機能型居宅介護 26 23 2 3 l 2 

夜間対応型紡問介護 18 11 2 ー 1 3 ー

(介護予防)認知疲対応型通所介護 16 8 4 3 3 

その他の居宅サービス l 

合計 170 139 110 46 4 

居宅サーピス計画を作成するに当たり不足していると思うサービスは r(介護予防)訪問介護J
(61件)、 r(介護予防)短期入所生活介護J(57件)、 r(介護予防)訪問リハビリテーションJ(56 
件)、r(介護予防)通所介護j、r(介護予防)通所リハビリテーションJ(ともに 52件)などが上
位にあげられている。

不足している理由は r(介護予防)訪問介護Jと r(介護予防)短期入所生活介護Jは「希望時
間に提供できなかったJ、r(介護予防)訪問リハビリテーションJは f事業所が利用者の近くにな

かったJ、r(介護予防)通所介護Jと r(介護予防)通所リハビリテーション」は「利用者がサー
ビスを希望しなかったJが主な理由である。また、 r(介護予防)訪問介護Jと r(介護予防)通所
介護j では 「これ以上のサービス利用料を負担できない」の理由も他のサービスに比べて多い。
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(8 )事業所紹介の際に重視する点

間 あなたは利用者に対して、どんな基準を重視してサービス事業所を紹介して

いますか。 (0は2つまで〉

【紹介の際に重視する点】

利用者・家族が望むサービス内容・
プログラムであるかどうか

介護支援専門員の目から見て、サービスの貨が
高い事業所であるかどうか

利用者・家族が知っている又は希望する
事業所であるかどうか

利用者の自宅から近いかどうか

自分が勤務している居宅介護支援事業所の併設
.~健所であるかどうか

。

介護サービス評価センターの認証を.
10.6 

受けているかどうか 1

その他 10.4

45 90 (%) 

全体(N=471)

【回答は2つまで]

87.0 

サービス事業所を紹介する際に重視する点では、「利用者 ・家族が望むサービス内容 ・プログラ

ムであるかどうか」が 87.0%と最も多く、次いで「介護支援専門員の目から見て、サービスの質

が高い事業所であるかどうかj が 56.9%となっている。
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(9 )介護予防マネジメン トの効果の有無 ・その理由

予防給付サービスの提供に際レ、介護予防マネジメントが利用者の状態の改

善や生活機能の向上に効果的であつだと思いますか。 (0は1つ〉

【「効果があった」と答えられた方にうかがいます】

間 その理由は何ですか。 (0はいくつでち〉

【「効果が得られなかった」と答えられた方にうかがいます】

間 その理由は何ですか。 (0はいくつでも〉

間

脇
市
回
答

【介護予防マネジメン トの効果の有無】

効
果
が
得
ら
れ

な
か
っ
た

効
果
が
あ
っ
た

19.3 
会体
(N=471 ) 

100覧

介護予防マネジメントの効果については、「効果があったjが 41.0%、「効果が得られなかったj

が39.7%と措抗している。

75覧50覧25也0覧

(%) 

60 

42.8 

【効果がなかった理由】

30 。
57.5 

目標指向型のケアプランを
作成したが実行できず中断した

介護予防サービスの貨が
悪かった

本人の状態が悪化した

要介護度が霊度に移行した

その他

(%) 

60 30 

【効果があった理由】

。
要介護度が改善
または綾持した

自立支援により意欲的に
日常生活を送れるようになった

目標達成により生活の貨が
向上した

自分の生きがいを見つけ
取り組めるようになった

その他

効果があった理由は「要介護度が改善または維持した」が 57.5%、「自立支援により意欲的に

日常生活を送れるようになった」が 41.5%、効果がなかった理由は「本人の状態が悪化したJが

42.8%となっている。効果がなかった理由の「その他Jには明確な効果はみられない、介護予防

への理解が得られない、サービス量減による意欲の低下などがあげられている。
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処遇困難事例などへの対応について3. 

( 1 )処遇困難事例の状況

処遇困難な事例はありますか。

(0は1つ〉

【「あるJと答えられた方にうかがいます】

閉 その事例はどのような事例ですか。該当するちのの番号をOで囲み、また事

倒の件鍛ち記入レてください。 (0はいくつでも〉

あればその件数ち記入してください。問

無
回
答

な2

1
件
以
よ

1
6
i
2
0
件

1
1
1
1
5
件

【処遇困難な事例の発生状況】

6
5
1
0
件

1
1
5
件

い

全体
(N=471) 

100% 

ケアマネジャー全体の 53.6%が処

が 50.7%と5件以下がほとんどを

75% 

処遇が困難な事例は 614件で、全体の 6.2%となっている。

遇困難な事例があったと回答しており、そのうち rl"'5件J
占めている。

25首0覧

60 (号も)

48.6 

30 。【処遇困難な事例の内容】

利用者がサービスそのものを拒否する

家族の協力が得られない

家族がサービスそのものを拒否する

疾病に関すること(精神疾患、結核・肺炎などの
感染症など)

極度に不衛生な生活習慣・住環境である
(汚物の放置・犬猫を多数飼い不衛生など)

利用者・家族とサービス提供事業者との
トラブル

全体(N=253)

【回答はいくつでも]

サービス利用料を払わないなどの経済的な問題

サービス提供事業者の不足

近隣とのトラブルがある(ネットワーク的解決を
重要するもの)

サービス鍵供啄象者に対する
セクシャルハラスメント

その他

処遇困難な事例の具体的な内容では、「利用者がサービスそのものを拒否するJが 48.6%と最

も多く、次いで「家族の協力が得られないJが 44.3%となっている。

-70-



第6章介護支援専門員調査

(2 )高齢者虐待の事例

間 高齢者虐待と思われる事例はありますか。あればその件数ち記入してくださ

い。 (0は1つ〉

【高齢者虐待事例の状況】

1 2 3 4 な 無
回
答件 件 件 件 い

全体
(N=471) 

50覧 75覧 100覧0覧

高齢者虐待と思われる事例が 「あるJと回答した割合は 23.7%で、そのうち 17.4%が r1件J
と回答している。

(3 )高齢者虐待の内容

【「ある』と筈えられた方にうかがいます】

閉 その事例はどのような事倒ですか。該当するものを選んで、その件数を記入

してください。 (0はいくつでち〉

【高齢者虐待事例の内容】

。 25 50 (%) 

心理的虐待

49.1 介護・世話の放棄・古主任

身体的慮待

経済的虐待

性的虐待

全体(N=112)

【回答はいくつでも】

高齢者虐待と思われる事例の内容は、「介護 ・世話の放棄 ・放任Jが49.1%、「身体的虐待j が

44.6%、「心理的虐待Jが42.0%などとなっている。
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4.資質向上の取り組みについて

( 1 )行っている取り組み

問 自分のケアマネジャー業務のレベルアップのために、どのような取り組みを

行っていますか。 (0はいくつでも〉

【行っている取り組み】

外部の研修に参加している

区の居宅介護支緩専門員の連絡会等に
参加している

法人内の研修に参加している

自主的な勉強会を行っている

地滋包括支援センターと逮援を図っている

事業者協強会に参加している

その他

。 40 80 (%) 

73.9 

全体(N=471)

【回答はいくつでも】

ケアマネジャー業務のレベルアップのために行っている取り組みでは、「外部の研修に参加して

いるj が 73.9%、「区の居宅介護支援専門員の連絡会等に参加しているJが 70.7%と7割を超え

ている。

( 2)今後行ってみたい取 り組み

間 前聞の取り組みのうち、現在行っていないが今後行ってみだいと思っている

取り組みはありますか。 (0はいくつでち〉

【今後行ってみたい取り組み】

地域包括支媛センターとの遠浅

自主的な勉強会

事業者也強会に参加

外務の研修に参加

区の居宅介護支後専門員の連絡会等に
参加

法人肉の研修に参加

その他

。 10 20 (%) 

15.1 

14.9 

全体(N=471)

【回答はいくつでも】

現在行っていないが今後行ってみたいと思っている取り組みでは、 f地域包括支援センターとの

連携Jが 15.1%、f自主的な勉強会j が 14.9%などとなっている。
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5.行政の役割について

( 1 )今後、行政に期待する役割

間 今後、行政に期待する役割は何ですか。 (0はいくつでも〉

【今後、期待する役割】
。 35 70 (%) 

相談後能の充実i九111守山山!lI抗e・8Il争山・mゃ11・‘mI咋mふ~“~一~山‘I一:・.…I!IIII…:…~・?・と'"・11山~一3・.冷-….・m・:品λ…ðl川~浄Iil!♂…・守…11162.0

情報鑓供の充実

サービス基盤の整備

研修後能の充実闘~蹴総鍛醐S8888Ii.. lI.." 全体(N=471)

その他陵翻8.1 【回答はいくつでも】

行政に期待する役割は f相談機能の充実J(62.0%) と「情報提供の充実J(58.2%)、「サービ

ス基盤の整備J(54.8%)が 5割を超えて高くなっている。
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(2 )需要に対して不足しているサービス基盤

【「サービス基盤の盤錨』と答えられた方にうかがいます】

間 特にどのサービス基盤を整備する必要がある(需要に対して不足している〉

と思いますか。 (0はいくつでも〉

【不足しているサーピス基盤】

介謹老人福祉施設

(介護予防)短期入所生活介護

夜間対応型訪問介護

{介護予防)訪問介護

(介護予防)訪問リハビリテーシヨン

介護老人保健総設

(介護予防)通所リハビリテーション

{介護予防)短期入所療養介護

(介謹予防}小規筏多後能型居宅介護

{介護予防)認知接対応型共同生活介護

介護療養裂医療施段

(介護予防)福祉用具貸与

(介護予防)認知症対応型通所介護

(介護予防)通所介護

特定施段入所者生活介護

(介護予防)訪問看護

住宅改修

(介護予防)福祉用具降入

(介護予防)居宅療養管理指導

(介護予防)訪問入浴介護

。 20 40 (%) 

34.5 

全体(N=258)

【回答はいくつでも】

行政に期待する役割で「サービス基盤の整備j と回答した人に、特にどのサービスが需要に対

して不足しているかたずねたところ、 f介護老人福祉施設Jが34.5%で最も高く、次いで r(介護
予防)短期入所生活介護J(27.5%)、「夜間対応型訪問介護J(22.9%)、r(介護予防)訪問介護j
(22.5%)、r(介護予防)訪問リハピリテーションJ(21. 3%)などがあげられている。
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